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序

愛鷹南麓から箱根西麓にかけての地域は旧石器時代から縄文時代を中心とする遺跡群の密集地帯とし

て知られております。東駿河湾環状道路は沼津・三島市街の外縁部を通る形でこの遺跡密集地帯の上に

建設され、その過程で多数の埋蔵文化財が発掘されることとなりました。

桜畑上遺跡は東駿河湾環状道路と新東名高速道路とが接続する地点に所在し、 3万ぱを超える面積が

7年度にわたって調査され、その結果、後期旧石器時代から縄文時代、古墳時代、中・近世に及ぶ膨大

な数の遺構・遺物が出土しま した。

本書ではその中の後期旧石器時代から縄文時代草創期の時期に関する調査成果を収録しております。

この時代の資料は、約 3万年前の第Eスコリア帯の石器から後期旧石器時代終末の細石刃石器群、縄文

時代草創期まで、 l万数千年にわたる遺物が重層的に出土しました。とりわけ後期旧石器時代後半期に

あたる第 I黒色帯から休場層の資料が充実しており、今後の研究にとって興味深い資料が含まれていま

す。

本書が考古学の研究に寄与し また愛好家の方々にも活用され、さらには本研究所の事業が幅広く一

般の方々にも理解されますことを願ってやみません。

最後になりましたが、桜畑上遺跡の発掘調査並びに報告書作成にあたっては、国土交通省沼津河川国

道事務所、静岡県教育委員会を始め多くの関係諸機関にご指導・ご協力を賜りました。厚く御礼申し上

げます。また、十年余に及ぶ期間の中で発掘調査・整理作業に携わられた多数の作業員の方々にもこの

場を借りて感謝の意を表します。

平成 22年9月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田 彰



例

1.本書は、静岡県駿東郡上長窪字上野に所在する桜畑上遺跡(東駿河湾環状道路NO.6地点)の発掘

調査報告書である。本書では桜畑上遺跡の調査成果のうち、旧石器時代から縄文時代草創期までの資

料を収録する。縄文時代早期以降に関しては続巻に収録される予定である。

2.調査は東駿河湾環状道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘業務として、国土交通省中部地方整備局の

委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導の下、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

3. 資料整理は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成 20年4月から平成 22年7月にかけて実

施した。

4.桜畑上遺跡の調査・資料整理の期間、及び体制は以下の通りである。

平成 12年度

第 I 期調査(平成 12 年 7 月 ~9 月 )

所長斎藤忠 副所長山下晃 常務理事兼総務部長 伊藤友雄 総務課長 杉木敏雄

会計係長大橋薫 調査研究部長佐藤達雄

調査研究部次長兼調査研究一課長及川 司

調査研究二課長篠原修二 主任調査研究員 佐野l暢彦

平成 13年度

第E期・確認調査その 1 (平成 13 年 4 月 ~7 月)

所 長 斎 藤忠 副所長山下晃 常務理事兼総務部長 粂田徳幸 総務課長 本杉昭一

会計係長大橋薫 調査研究部長佐藤達雄

調査研究部次長兼資料課長栗野克己 調査研究部次長兼調査研究一課長 及川 司

調査研究二課長篠原修二 主任調査研究員佐野暢彦 調 査 研 究 員 越 智 徹

平成 15年度

第E期・本調査その 1 (平成 15 年 8 月~ 16年 3月)

所長斎藤忠 副所長飯田英夫 常務理事兼総務部長 粂田徳幸

総務部次長兼総務課長鎌田英巳 調査研究部長山本昇平

調査研究部次長兼資料課長栗野克己 会計係長野島尚紀

調査研究部次長兼調査研究二課長 佐野五十三

調査研究員笹原千賀子井鍋誉之池ケ谷和明

平成 16年度

第E期・本調査その2 (平成 16 年 4 月~ 17年3月)

所長斎藤 忠 副所長飯田英夫 常務理事兼総務部長 平松公夫

総務部次長兼総務課長鎌田英己 調査研究部長山本昇平

調査研究部次長兼資料課長栗野克己 会計係長野島尚紀

調査研究部次長兼調査研究二課長 佐野五十三

主任調査研究員中鉢賢治 調査研究員池ケ谷和明

平成 17年度

第E期・確認調査その2 (平成 17年 8月)、本調査その3 (平成 17 年 4 月~ 18年 3月)

所長斎藤忠 常務理事兼総務部長平松公夫 総務部次長兼総務課長鈴木大二郎

調査研究部長石川素久 調査研究部次長栗野克己 事業係長野島尚紀

調査研究部次長兼調査研究二課長佐野五十三 主任調査研究員 中鉢賢治



調査研究員 片桐英生木崎道昭池ケ谷和明

平成 18年度

第E期・本調査その4 (平成 18 年 6 月~ 19年 3月)

所長斎藤忠 常務理事兼総務部長平松公夫 総務部次長兼総務課長鈴木大二郎

調査研究部長石川素久 調査研究部次長佐野五十三稲葉保幸

調査研究部次長兼調査課長及川司 事業担当望月高史

調査課係長中鉢賢治 調査研究員片桐英生木崎道昭日吉高幸

平成 19年度

第 E期・本調査その5 (平成 19 年 4 月~20年 3月)

所長 斎藤忠 常務理事兼事務局長清水哲 事務局次長兼総務課長大場正夫

事務局次長兼調査課長及川司 事務局次長佐野五十三稲葉保幸 事業担当望月高史

調査課東部調査一係長中鉢賢治 調査研究員入野康孝

平成20年度

資料整理(平成 20 年 4 月~21年3月)

所長兼常務理事清水哲 次長兼総務課長大場正夫 次長兼調査課長及川 司

次長兼事業係長稲葉保幸 事業担当青井拓司 調査課東部総括係長中鉢賢治

調査研究員入野康孝 常勤嘱託員中村雄紀

平成21年度

資料整理(平成 21 年 4 月 ~22 年 3 月 )

所長兼常 務理事天野忍 次長兼総務課長松村亨

次長兼事業係長稲葉保幸 次長兼東部総括係長中鉢賢治

調査研究員入野康孝 常勤嘱託員中村雄紀

平成22年度

資料整理(平成 22 年 4 月~22年 7月)

次長兼調査課長及川 可

事業担当 青井拓司

所長兼常務理事石田彰 次長兼総務課長松村亨 専門監兼事業係長稲葉保幸

調査課長中鉢賢治 調査一係長勝又直人 常勤嘱託員中村雄紀

5. 現地での基準点測量を株式会社シン技術コンサル、空中写真撮影を株式会社シン技術コンサル・株

式会社東京航業研究所に委託した。

6 石器実測の一部を株式会社シン技術コンサル、株式会社ラングに委託した。また、石器実測素図の

作成を株式会社ラングに委託した。

7. 黒曜石の原産地推定分析を望月明彦・独立行政法人沼津工業高等専門学校名誉教授に委託した。

8. 放射性炭素年代測定・炭化材樹種同定を株式会社加速器分析研究所に委託した。

9.石器石材の同定は当研究所の森嶋富士夫が行った。

10.本書の編集・執筆は中村が行った。

11 遺物写真は平成21年度に杉山すず代が行った。

12.調査と整理作業では下記の方々にご註t導を賜った。厚く御礼申し上げる。 (敬称略)

池谷信之 国武貞克 小崎 晋 佐藤宏之 鈴木敏中 瀬川裕市郎 高橋豊

田村隆 贋瀬高文 向坂鋼二 望月明彦 渡井英誉

13回発掘調査資料は静岡県教育委員会が保管している。



凡例

l.桜畑上遺跡、の測量は平成 15年改定以前の旧国土座標(平面直角座標第四系)に基づいて実施した。

調査区内には一辺 10mのグリッドを設定した。(A.1)を原点としてX軸(南北)方向にアルファベッ

ト(A、B、C…Z、AA、AB"')、Y軸(東西)方向に番号(1、2、3…)を付し、グリッドの南西角交点を以っ

てグリッドの呼称とした。なお、原点は第 I期調査で (A. 1) = (34200.000. -95200.000)、第E期調査

で(A. 1) = (34320.000. -94820.000)の点に置いており、異なる グリッド呼称、を用いていたが、本書で

は第E期調査の原点に基づくグリッド呼称を統一して用いる。

2. 造物番号は第 I期調査、第E期調査それぞれにおいて lから通し番号を付した。土器・石器で共通

の番号を用い、燥、炭化物についてはそれぞれ別の通し番号とした。さらに土器 P、石器:S、磯:R、

炭化物・ Cの記号を付してこれらの遺物種の区別を付けた。

例えば、第E期調査については次のように遺物番号が付されている。

土器・石器:l(P)、2(P)…、5(S)、6(P)、7(P)、8(S)…

喋:l(R)、2(R)、3(R)…

炭化物 :l(C)、2(C)、3(C)…

第 I期調査と第E期調査とでは番号が重複するため、第 I期調査の番号は必要に応じて II一(遺

物番号)Jという形で表記することと した。

3 接合番号は石器、磯それぞれについてlから通し番号を付した。分布図中で礁の接合番号は赤字で

表記し、両者を区別した。

石器 :接合 1、接合2… 磯:接合 l、接合2…(赤字で表記)

4 本報告書所収の石器・礁の基本データ(出土位置・法量等)は第67~ 69表に収録している。

表中の計測値は以下の基準に基づいて示した。

長さ・幅・厚さ :石器は O.Olcm単位まで計測。欠損部分の現存長は括弧付の値で示す。

機は O.1cm単位まで計測。割れ等は計測値で表記していない。

重量 2000g以下のもの:0.1 g単位まで計測。 O.lgに満たない場合は「く0.1Jと表記する。

2000gを超過するもの:lOg単位まで計測。

なお、風化などにより劣化が激しく計測できなかった資料は計測値を I-Jと表記し、その他遺

物の事情により計測ができなかった資料は計測値を空間としている。また、礁の一部には重量 2000g

以下でも 10g単位までしか計測データが得られなかったものがある。

5.石器の実測は原則として第三角投影図法に準拠した。本文中の石器の記載では実測図の向きに基づ

き、左右等は正面図に対する位置を示すものとする(従って、「裏面の右側縁Jは裏面図で左側にき

ている)。

6.土層の色調の記載は新版『標準土色|陥J(農林水産省農林水産技術会議事務局監 1997年版)に準拠

した。
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第 I章 調査に至る経緯

桜畑上遺跡は駿東郡長泉町上長窪に所在する、旧石器時代から縄文時代の埋蔵文化財包蔵地として周

知の遺跡である。

今回の桜畑上遺跡の調査の起因となったのは国土交通省による東駿河湾環状道路の建設である。東駿

河湾環状道路は沼津市岡宮から画南町平井を結ぶ総延長約 15km、構造規格第 l種第3級の自動車専用

道路である。これは高規格幹線道路「伊豆縦貫自動車道」の一部を構成し、沼津・三島都市圏の環状道

路として整備されているもので、慢性的な渋滞状態にある沼津・三島市街地を迂回し、 東名沼津イ ンター

第 1図 東駿河湾環状道路関連の遺跡

第1表東駿河湾環状道路関連遺跡、の一覧
No. 遺跡 時期 報告 N~ 遺跡 時期 報告

1 上松沢平 縄文早期 第145集『上松沢平遺跡J(2004年) 23 加茂ノ洞B 旧石器 第71集『加茂ノ洞B遺跡J(1996年)

2 ID聖杖原古墳 古墳 第142集『寺林遺跡・虎杖原古墳J(2003年) 24 (遺跡名なυ

3 寺林 旧石器 第142集『寺林遺跡・虎杖原古繍J(2003年) 25 (遺跡名なし) 遺摘・遺物なし 年報17(2∞1年)

4 丸尾北 !日石器、縄文草創~後期 第210集『丸尾北遺跡j(2009年) 26 五百司 第73集『焼場遺跡B地点・五百司遺跡J(1996年)

5 柏窪B |日石器、縄文 年報18(2∞2年)
27 焼場 旧石器、縄文早・前期

第55集『焼場遺跡A地点j(1994年)、

6 J迂姻上 18石醤・縄文・古境 第73集『焼場遺跡B地点・五百司遺跡J(1996年)

7 山岸A 縄文 年報14(1998年) 28 第64集『下原遺跡[j(1995年)、

8 木戸 旧石器、縄文 年報14(1998年) 29 下原 l白石器 第72集『下原遺跡nJ(1996年)、

9 池田B 縄文早・前期 第122集『池田日遺跡J(20∞年) 第106集『下原遺跡mj(1998年)

10鉄平 旧石器、縄文早・前期 第137集『鉄平遺跡j(2002年) 30 押出シ 縄文中期 第111'119集『押出シ遺跡J(1999・2000年)

第98集『大平遺跡s(1998年)、 31 生茨iR 旧石様、古墳 第114集『生茨沢遺跡J(1999年)

11 大平 弥生田中世 第129集f大平遺跡nJ(2001年)、 32中峯 旧石鍾 第96集f中‘遺跡J(1998年)

第198集『大平遺跡皿J(2∞9年) 33桧林A 旧石器 第101集『桧林遺跡J(1998年)

12萩 遺構・遺物なし 年報17(2∞1年) 341(遺跡名なし)

13萩日 遺栴・遺物なし 年報17(20ゆ1年) 351(遺跡名なυ 近世 年報14(1998年)

14北ノ入A 縄文中期 第118集『北ノ入A遺跡J(1999年) 36ヌ告ウチド山 有ヨE尖頭器 年報14(1998年)

15 I(遺跡名なυ 37 I(遺跡名なし) 縄文、近世 年報14(1998年)

16長平衝平 縄文 第97集『畏平衡平遺跡j(1998年) 38田頭山 弥生・古墳中世 第146集『田頭山古墳群J(2004年)

17 小池 縄文中期 第105集『小池遺跡j(1998年)
39大明神洞 近世~近代つ 年報21(2005年)

18 40畏命洞日 縄文、中・近世 年報21(2005年)

19徳倉B 縄文早~中期 第100集『徳倉B遺跡J(1998年) 41 大場向山B 年報22(2006年)

20上ノ池 旧石器、縄文早期 第99集『よノj也遺跡J(1998年) 421(遺跡名なし) 遺構・遺物なし i年報16(20∞年)

21 :(遺跡名なυ 43奥山K 蝿文 l年報26(2010年)

22 I八田原 旧石器、縄文早期 第87集『八田原32跡J(1997年)
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チェンジから箱根西麓への交通の迅速化を企図して計画された。|昭和 62年に都市計画決定、平成 7年

度に着工されている。平成 21年7月27日にはその一部にあたる沼津インタ ーチェンジから三島塚原イ

ンターチェンジの区間が開通し、中間の一部インターチェンジを除いて供用が開始されている。

東駿河湾環状道路の計画路線は箱根西麓か ら愛J.~ UI麓の遺跡密集地帯を通過するため、平成 2 年に確

認調査が実施され、その結果を受けて同年から財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所によって埋蔵文化

財包蔵地の調査が開始された。これまでに 23遺跡で本調査が実施され、22遺跡については報告牲が刊

行済みである (第1図、 第1表)。

桜畑上遺跡は束駿河湾環状道路が新東名(第二東名)高速道路の長泉イン ターチェンジに接続する部

分(長泉ジヤンクション)に当たる。これに加えて長泉インターチェンジには主要地方道大岡元長窪棋

のアクセス道路がつながることになっており、このため同遺跡で、は国土交通省所管の束駿河湾環状道路、

日本道路公団(現・ 中日本高速道路株式会社)の新東名高速道路、静岡県沼津土木事務所所管の主要地

方道大岡元長窪線の新東名アクセス道路と、3つの事業用地が入り組むこととなった(第2図)。したがっ

て発掘調査については、平成 12年度から本調査が開始された新東名長泉イ ンタ ーチェンジ部分を皮切

りに、3つの事業で、分割して実施することとなった。各事業の調査地は、遺跡の北側が新東名高速道路分、

中央から南側が東駿河湾環状道路分で、その東西に大間元長窪線分の調査地が広がるという配置になっ

ている(大岡元長窪線関連調査地は桜畑上遺跡、の西に隣接する中峯遺跡、柏謹B遺跡にも及んでいる)。

なお、大岡元長窪線関連部分、新東名関連部分に|珂してはすでに報告書が刊行されており(静岡県埋蔵

文化財制査研究所 2003・2005・2009)、本記:に始まる東駿河湾環状道路関連調査地点の報告が一連の桜

畑上遺跡の調査報告の最後を締めくくるものとなる。

第 2図 桜畑上遺跡の調査区分
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第E章 調査の方法

第 1節 調査の方法

調査区と座標・グリッド

東駿河湾環状道路関連用地の桜畑上遺跡の調査は 2期に分けて実施された。第 I期調査区は調査用地

の北西部分の帯状の区画であり、第E期調査区がそれ以外の調査用地の大部分を占める区画である。

第 E期調査区は広範囲に及ぶため、 1~7 区に分割されている。 1 ・ 2 ・ 4 ・ 7 区に関しては、確認調査

の結果本調査が必要とされた部分についてさらに 1-1~ 3、2-1~ 2 (2-0は本調査対象外となった範囲)、

4-1 ~ 4、7-1~ 2に細分している(第3図、グレーで示した範囲は本調査対象外)。

〆、ふ

/三、
/三.'."~III
/ 三¥
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測量座標は平成 15年改定以前の旧国土座標(平面直角座標第四系)に基づいた。さらに、調査区内

には一辺 10mのグリッドを設定した。(A， 1)を原点としてX軸(南北)方向にアルファベット (A、B、

C…Z、AA、AB"')、Y軸(東西)方向に番号 (1、2、3…)を付し、グリッドの南西角交点を以ってグリッ

ドの呼称とした。

原点は第 I期調査では(A， 1) = (34200.000， -95200.000)、第 E期調査では (A， 1) = (34320.000， 

94820.000)の点に置いた。なお、以下の記述では両調査地点について第E期調査の原点に基づくグリ ッ

ド呼称、を統ーして用いる。

2 測量・遺物取り上げ

遺物の取り上げ位置と地形は光波で測定し、上記座標内での位置 (X、Y座標)と標高 (2座標)と

を記録した。地形測量は遺構検出面を基本に、当該の層の上面を約 1~2m 間隔で座標値を測定した。

各種座標の管理には株式会社シ ン技術コンサルの「遺跡管理システムjを用いたO

遺物番号は第 I期調査、第 E期調査それぞれにおいて lから通し番号を付した。土器・石器で共通の

番号を用い、機、炭化物についてはそれぞれ別の通し番号とした(巻頭の凡例参照)。

。
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掘削

発掘調査は基本的に次のような手順で行われた。

①確認調査

本調査に先立つて遺物・遺構の分布状況を確認するため確認調査が実施された。試掘坑は 3x 3mの

正方形の範囲を基本とし、約 20m間隔で設定された。試掘坑は深さ約 2m、第皿黒色帯から第四スコ

リア帯に到達するまでを目安として掘削された。

②本調査(縄文時代以降)

確認調査の結果に基づき本調査の範囲が設定された。本調査では漸移層までを全面掘削の対象として

縄文時代の遺構確認が実施された。これに先立ち、確認調査が十分で、なかった区域では追加で試掘坑が

設けられている。また調査区によっては、確認調査の結果に基づき、古墳時代や中・近世以降の遺構確

認面と縄文時代の遺構確認面との、合わせて 2面で遺構確認が実施された。

③本調査(旧石器時代)

旧石器時代の遺物の主たる包含層である休場層以下の層に関しては全面掘削の対象とせず、試掘坑を

設け、遺物の出土する範囲を抽出して本調査が行われた。確認調査の結果に加え、縄文時代の層の調査

3 
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後に追加して休場層以下を対象とする試掘坑を設けて本調査の範囲が設定された。なお、 3. 5・6区

に関しては上部ローム層の堆積が著しく良好でなかったり、削平を受けていたりしたため旧石器時代の

本調査の対象から除外された。

試掘坑の配置は第4図、調査区の最終的な掘削深度は第5図の通りである。

第2節調 査の経過

発掘調査

前述の通り桜畑上遺跡の調査は 2期に分けて実施されており、第 I期調査が平成 12(2000)年、第E

期調査が平成 13(2001)年、平成 15(2003) ~ 20 (2008)年にわたって行われた。以下では年度ごと

にその経過を述べる。

(1) 平成 12 年度第 I 期調査(平成 12 年 7 月 1 日 ~9 月 8 日 )

第I期調査は新東名長泉インターチェンジへの接続部分が先行調査されたもので、調査区の北側約

700rriを対象に実施された。縄文時代早期の土器、竪穴状の遺構、陥穴状土坑、休場層から旧石器時代

の石器集中が出土した。

( 2 )平成 13年度 第E期・確認調査その 1 (平成 13 年 4 月 2 日 ~7 月 6 日 )

1~5 区(但し 4-4 区の一部及び 1-3 区を除く)の 26，538rrìを対象に確認調査が実施された(実掘面積

957rri)。縄文時代の遺物が広範囲に分布することが確認された他、 2区の北側で中世の溝状遺構、 1.2・

4区で旧石器時代の遺物が確認された。また、 2-0区の全域、 2-1区の一部、4-1・4-4区の北西側は本調

査対象外となった。

( 3 )平成 15年度 第E期・本調査その 1 (平成 15年8月1日-16年3月31日)

前年度確認調査した 3区 (2.800rri). 4-3区 (3，448rri). 5区 (991ぱ)、及び隣接する 6区 (2.450ぱ). 

7-1区(l，863rri)の本調査が実施された。

3・6区の調査 8月に 3区の調査を開始し、 10月からは隣接する 6区も合わせて調査された。古墳時

代の住居跡、縄文中期の遺構群が出土し、 12月に縄文時代の遺構確認面で空中撮影、現地説明会が実

施された。調査は 3区が翌 l月、 6区は 3月に完了した。

4-3区の調査 2月に表土除去が実施された。

5区の調査 11-12月にかけて実施され、縄文時代中期の遺物包含層、谷頭部に並ぶ土坑群が調査さ

れた。

7-1区の調査 2月から縄文時代包含層の調査に入札住居跡等中期の遺構が確認された。
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(4 )平成 16年 度 第E期・本調査その 2 (平成 16 年 4 月 5 日~ 17年3月31日)

4-1・2区(調査対象面積 4.809rri)、4-3・7-1区 (4.413ぱ)、 7-2I丘(1.365rri)の本調査が実施された。

当初は 4-4区が調査予定範囲に含まれていたが、工事計画の変更等により 4-1・2区、 7-2区を優先して

調査することに変更された。

4・3区の調査 4月から 7月にかけて縄文時代包含層の調査が実施され、竪穴住居 9基をはじめとする

遺構が検出された。縄文時代の包含層を全面掘削した段階で空中撮影が行われた。これら遺構の実測

作業と並行して 6月から旧石器時代の試掘坑の掘削に入札調査は 8月までに完了した。

7-1区の調査 4-3区の調査と並行して旧石器時代の試掘坑の掘削に入り、調査は 7月までに完了した。

第I黒色帯、休場層で複数の石器集中が調査された。

4-1・2区、下2区の調査 4-3区、 7-1区の調査と並行して表土除去が実施され、 8月から縄文時代の調

査が開始された。竪穴住居・竪穴状遺構 10基(重複する遺構含む)等主として中期中葉の遺構群が調

査され、翌年 1月には空中撮影が完了した。 4-1.2区では 2・3月から確認調査時に遺物が出土した

地点に調査区を設定して旧石器時代の調査が実施され、休場層から石器集中や磯群が出土した。

( 5 )平成 17年度 第E期 ・本調査その 3 (平成 17 年 4 月 1 日~ 18年3月31日)

確認調査その 2 (平成 17 年 7 月 20 日 ~8 月 19 日 )

4-2区道路部分、 4-4区、 7-2区の本調査 (4，755ぱ)、及び未着手となっていた 1-3区の確認調査(実掘

面積 315rri)が実施された。

1-3区の確認調査 試掘坑を 20箇所、トレンチを東西方向に 4本、南北方向に l本設定して実施された。

まず栗色土層上面で時期不明の溝状遺構2基の存在が確認された。続いて縄文時代の層では多数の地

点から遺物や焼土跡等が出土したため途中で掘削が中止され、本調査の基礎資料としての記録類作成

の後、埋め戻しが行われた。

7・2区の調査 前年度より継続した縄文時代の調査が5月に完了した。続いて旧石器時代の試掘坑が掘

削され、 第I黒色帯で遺物集中に当たったため調査区が拡張された。7月に調査が完了した。

4-4区の調査 工事計画の関係から 5・6月に南東部が先行して調査され、縄文時代の層が全掘された

後、旧石器時代の層が試掘坑 6箇所を設定して調査された。残りの部分は 10~翌 3 月に調査が行われ、

縄文時代層の調査で中期中葉の住居跡3基等を検出した後 12月に空中撮影が実施された。翌 l月か

ら旧石器時代の調査が開始され、確認調査での遺物出土地点に調査区を設定し、また追加して試掘坑

を設けながら進められ、3月までに完了した。第 I黒色帯や休場層直下黒色帯で石器集中や磯群が出

土した。

4-2区道路部分の調査 縄文時代の包含層・遺構の掘削が実施され、 5月中に完了した。

( 6 )平成 18年度 第E期・本調査その 4 (平成 18 年 6 月 1 日~ 19年3月30日)

1-3区 (4，200ぱ)、 2-1・2区 0，890ぱ)の本調査が実施された。

1-3区の調査 第l面(栗色土層上面)で溝状遺構、土坑等、第 2面(休場層上面)で縄文時代の土坑

や焼土等が検出され、 12月に空中撮影が完了した。その後旧石器時代の調査に入札試掘坑(第E黒

色帯まで)を設けて遺物出土地点で掘削範囲を拡張する方法で調査され、休場層、第 Iスコリア帯で

石器集中、礁群が出土した。

2・1・2区の調査 1-3区同様縄文時代とそれ以降との 2面で遺構確認を実施することとした。第 l面で

溝状遺構、土坑等が検出され、第 2面の掘削中で本年度の作業が終了した。

(7 )平成 19年度第E期・本調査その 5 (平成 19 年 4 月 2 日 ~20 年 3 月 31 日)

2-1・2区(1，890rri)、1-1・2区 (5，lOOrri)の本調査が実施された。

2-1・2区の調査 前年度より継続の縄文時代の調査は 5月に完了し、空中撮影が実施された。その後旧
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石器時代の調査に入札試掘坑(第E黒色帯まで)を設けて遺物出土地点で掘削範囲を拡張する方法

で調査され、主に休場層から石器集中、 J蝶群が出土した。

1-1・2区の調査縄文時代以降の層では 2面で遺構確認が実施された。 7月から包含層掘削に入札第

l面で溝状遺構、土坑等、第 2面で、縄文時代の土坑や焼土等が検出され、翌年 1月には空中撮影が実

施された。続いて旧石器時代の調査が2区と同様試掘坑を設定する方法で実施され、やはり主に休場

層から石器、礁が出土した。3月には埋め戻しと設備の撤収が行われ、これによ り桜畑上遺跡の発掘

調査の全工程が終了した。

2 資料整理

基礎整理作業の一部は現地調査と並行して実施されていたが、平成 20年度より財団法人静岡県埋蔵

文化財調査研究所東駿河湾整理事務所(駿東郡清水町)にて本格的な資料整理を実施している。

第3節層序

1 土層の堆積状況(第 6~8 図)

調査地は北西から南東方向にゆるやかに下る尾根上で、第 I期調査区から第 E期l区、 2区、 4区、

7区にかけての帯状の部分が尾根の背の部分にあたり、その両側が谷に向かつて低くなる地形となって

いる。北側lから東側は桃沢川の谷へ下る急斜面となっており、桃沢川の谷へと向かう支谷が3・6区に

入り込んでいた。また西側から南側にも浅い谷が入っている。

尾根の背部分は4区の一部を除いて土層の残存状況が良好で、ローム層においても現地形とほぼ同様、

なだらかに傾斜した堆積を示していた。

一方、 3・6区の谷地形や 5区の傾斜地付近では土層の堆積が良好でなく 、変則的な層序を示していた。

3・6区の谷は 3区側と 6区側との二股に分かれており、それぞれ上部愛鷹ローム層の大部分を大きく

削っていた。 6区の谷では谷の中央部では上部ローム下半部の層が残存しておらず、第 I黒色帯~休場

層の直下に中部ロームが堆積してお り、上部ローム下半部の層は谷の両端に残存するのみとなってい

る。この谷は休場層~富士黒土層が堆積したころに大きく埋没し、浅くなっている。 3区の谷も同様で、

上部ロームに由来するスコリア質土などが谷の端部に残存し、谷の中央部では上部ローム下半部の層

が中部ロームまで自IJられた状態となっている。 5区も上部ロームの堆積は良好でなく、部分的には富士

黒土層や漸移層の下が中部ロームとなるような状況も確認された。また、谷を埋めるように上層は大

規模な地形改変を受けている箇所もあり、 5区からそれに隣接する 4区の一部にかけては大きく撹乱を

受けていた。

2 基本層序

本遺跡の調査は開始から終了まで中断の期間を挟んで 7年に及んでいる。このため途中でローム層の

分層基準等に変更が生じており、調査時期によって層位の呼称に若干の阻酷を生じている。

そこで、本報告中では以下に掲げる基本層序に統一し、層名や土層柱状図を提示する際にはこれに則っ

たものを使用することとする(第3表、第9図)。なお、上部ローム最下部の第Nスコリア層について

は明瞭に確認されず、分層されていない。

中部ロームに関しては調査坑 TP149において層序の確認が実施されている。スコリア層を挟む褐色

のローム層が連続し、三島パミスが中部ローム最上部から約 2.5m下位で、確認された(第4表、第9図)。
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第3表基本層序
番号l層序名 |略号 i色調

1 l表土・耕作土 ! ! 地表部分の土層は広い範囲で整地や耕作の影響を受けて

2 l糊スコリア _ _ 'N_S_ _L _ ___ ___ __l_ _ ___________jおり、下の2・3層は第 I期調査区等ごく一部の地区に残る

3 |カワゴ平パミス IKGP I 下 一1のみであった。

4 1陪褐色土層 i AN ' _____j__一一一

5 |栗色土層 iKU I 
I 6 富士黒土層 eFB I 
I 7 ・斬移層 IZN I 』 一一L-

8 1休場層上位 !YLU 褐色土 げ5YR4/3 ，1 ~2mmの権色スコリアを微量E含む。
9 |休場居中位 IYLM 褐色土 竹5YR4/4 I 

1o I休場層下位 IYLL 褐色土 175YR 4/4 

11 I休場層直下黒色帯 !BBO I暗褐色土 7_5YR 3/3 

12 I第 Iスコリア層 - :~褐色土 F百百万 i-
I I I にの屠でも上層はスコリアの量が多い傾向があり、特にこ

13 I第 I黒色帯 IBB 1 I黒褐色土 10YR 2/1 Iの部分が分割できた場合はBB1 U(13a)とBBI(13b)と
Iに分けている。

I I i ~~ T " 13~5mmの権色スコリアを中量、 2~3mmの黄色スコリアを
la I 旧BIU 1 1 
la : IUU  'u I I少量含む。

Ei J て=-JBB1コ二一一一一…[一一一~の櫨色スコリアを少量含む。
1-_.1-1"""'1 I 1，， 11 にぶい黄褐 l"I'¥H n， A '<"1 12........3mmの権色スコリアを多量、黄色スコリア、黒色スコり14 I二セローム 川L I '':-'~ 'v ......，... 110YR 4/3 I ::_~v_，:_"，:，:，v_::，~_ ，-， :_ 
| ]I"L... 色土 1 ' V"'~， V Iアを少量含む。」の層中の下層lこATの集中が見られる。

15 I第E黒色帯 IBB II I黒褐色土 !10YR 212 1 1 ~15mmの権色スコリアを中量含む。
16 I第Eスコリア層 Isc II 黒褐色土 110YR 212 ; 1~10mmの鐙色スコリアを多量含むの
17 1第E黒色帯 IBBm I黒色土 110YR 2/1 1 2~5mmの権色スコリアを少量含む。
18 I第盟スコリア帯スコリア1 ISCms1 I極暗褐色土 17_5YR2/3 1 2~3mmの樫色スコリアを多量含む。

I~~~ ， . 1.=""，...= --'--1 陪~5mmの樺色スコリアを中量、 1~2mmの黄色スコリアを
19 I第mスコリア帯黒色帯1 I叩 b1I極暗褐色土 17_5YR2/3 五22

j~ TTr"'"7 _II -:7 ~""' _ II --:7 n I.....I""¥TTT 1"¥ I れ ~5mmの権色スコリアを多量に含み、砂粒状のスコリア
20 1第Eスコリア帯スコリア2 ISCms21暗赤褐色土 15YR3/3 1ふ4Jl工7I~""""'- ~ '" 111"- J J &.. 1 1 l 凶T部分的に集中する。非常に硬質な層。

!~ TTT ..， -.II -;7~æ þ.:!:tt'n 1.....rr.TTTLn i +;; ru:%~BA 4-1...， 1:'¥.，...... n 11'¥ 1 2-5mmの棒色スコリアを中量、 2~10mmの褐色スコリアを
21 1第Eスコリア帯黒色帯2 ISCmb21極暗褐色土 17_5YR2/3 I I ~""""'-J" 1Tl7'l'nL...irni&- l \J'-'.L.LI.lJoL. l .' 2!....I=I''t:1IL...:.~ I / . v'' ，oL.' \J I少量含む。

i 一一一一一一一 「 -「- 2~6mmの権色スコリア、 2~10mmの黒色スコリア、褐色ス
22 I第Eスコリア帯スコリア3 ISCms3晴褐色土 17.5YR 3/2 iコリアを中量含む。

1r-r.T1T_ A  1-2B .T.....L. [""71:'¥1.-.. A 1"1 !2-6mmの糧色スコリアを中量、黒色スコリアを少量、 5mm
23 I第mスコリア帯スコリア4 'SCms4褐色土 17_5YR 4/3 uu山@マ [1'GIL.:.--1- ! の褐色スコリアを微量含む。

'....."TTT ~ i m'r_.:::t::_-4B b......L. I~，，， . .，， ""tn 11-2mmの権色スコリアを中量、黒色スコリアを少量、 5mm
24 I第Eスコリア帯スコリア5 ISCms51暗赤褐色土 15YR3/2 I | 1....I=I!lPT'r.Ic:::.--L- !o.J II¥"'U L. の褐色スコリアを微量含む。

..-......TTT iR=l...I3b.....L. ..， ~'~ .....n J^ 1 -3mmの権色スコリアを中量、 1~2mmの黄色スコリアを
25 i第N黒色帯 BBN I黒褐色土 7_5YR 3/2 

1n'n'T'<'JIOO.-L. I 1微量含む。

26 Iスコリア帯 Isc I黒褐色土 |7M M | 1~5mmの樟色スコリアを中量、 1~2mmの黄色スコリア、
1 1/

¥.1 I I ¥. '-'1 L. 5mmのにぶい赤褐色スコリアを少量含む。

27 1第V黒色帯 BBV I黒褐色土 !10YR 2/2 1 1~3mmの櫨色スコリア、黒色スコリアを少量含む。
28 Iスコリア帯 Isc 1黒褐色土 110YR 2/2 1 2~6mmの樫色スコリアを中量含む。

|円円 1"'...-"'---'-- I ~nm~'n 1 1 ~5mmの権色スコリアを中量、 1~3mmのにぷい赤褐色旧BVI 1黒褐色土 17.5YR 3/2 ' 「】 I """"''-'~ 1 ， .v " ， w~ 1スコリアを微量含むo
29 I第羽黒色帯

30 'スコリア帯 sc I黒褐色土 17-5YR 3/2 1 2~3mmの燈色スコリアを少量含む。

31 I第四黒色帯 1 1 1 2~3mmの赤褐色スコリア、 2~5mmの黒色スコリアを中量
BBVlI 1黒褐色土 ，10YR 212 1~1'Cd" c:::.--L- I Ivrl' c..1 L. 含む。

32 1中部ローム層 Mし

第4表中部ロームの層序(TP149)

|声二号壱璽 ←一一
45 褐色土 7_5YR 4/4 

46 褐色土 7_5YR 4/4 スコリア層

蕃亨百調
32→黒盟色土 7_5てR3/1一一」

33 褐色土 7.5YR 4/4 

34 褐色土 7.5YR 4/4 スコリア層 47 明褐色土 7_5YR 5/6 

35 褐色土 10YR 4/4 48 明褐色土 7_5YR 5/6 スコリア層
36 褐色土 7_5YR 4/4 スコリア層 49 明褐色土 7_5YR 5/6 

37 褐色土 7_5YR 4/3 50 褐色土 10YR 4/6 

1--38→にぷい赤褐色土 5YR4/4 スコリア層 51 褐色土 7_5YR 4/4 スコリア層
39 褐色土 7_5YR 4/4 52 褐色土 10YR 4/6 スコリア層
40 褐色土 7_5YR 4/3 スコリア層 53 褐色土 7_5YR 4/6 スコリア層
41 褐色土 7_5YR 4/3 54 縄色土 7_5YR 4/4 

42 褐色土 ー 10YR 4/6ー了 55 褐色土 7.5YR 4/4 三島1¥ミス
43 明褐色土 7.5YR 5/6 スコリア層 56 褐色土 7_5YR 4/4 

44 褐色土 7_5YR 4/4 スコリア層 57 褐色土 7_5YR 4/4 スコリア層
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今回の調査地(東駿河湾環状道路関連)

基本層序
TP149土層

126伽

国J1!!!.

出』

品 4凪

122伽n

121伽

大岡元長窪線関連

調査1也
第二東名NO.1地点

調査地

包ーー ー__Qm

比一¥

2(NS) 
3 (KGP) 

4 (AN) 

5(KU) 

百(f6)

7 (ZN)・

8 (YLU) 

9 (YLM) 
10 (YLL) 
11 (660) 
12(SC 1) 
13a(66 1 U) 
13b(66 1 ) 

14(NL) 

一J!

1m 

~ー

~一ー ___j皿

~ ーー匁

第9図 基本層序と桜畑上遺跡各地点の層序

縦軸の目盛は、 TP149では実標高、その他では地表からの深度を示す。

3 他の調査地点との対比

桜畑上遺跡では隣接地点で、新東名(第二東名)関連部分(第二東名 No.l地点)、大岡元長窪線関連

部分の調査が行われているが、調査時期の関係上、本調査地点の基本層序と異なる部分がある。

主な相違点は第 Iスコリア~ニセロームの分層である。大岡元長窪線関連調査地では第 I黒色帯を「第

I黒色帯上層 (BBIU)Jと「第 I黒色帯 (BBI)Jとに分割している。「第 I黒色帯上層」は、土

は黒色帯だがスコリアを多量に含む層とされており、本調査地点の 13a層にほぼ対応すると見なされ

る。一方、第二東名 No.l地点では、第 I黒色帯を上層 (BB 1 U)・中層 (BB 1 M)・下層 (BBIL)

に3分割している。上層 (BB 1 U)は13a層とほぼ対応すると見られるが、下層 (BBIL)はニセロー

ムへと漸移的に変化していく層とされ、 13b層の下部から 14層の上部に相当する。

また、今回の調査では第 I期調査、確認調査(その 1)では 12.13a層をまとめて第 Iスコリア帯とし、

13b層のみを第 I黒色帯とする形で、分層が行われていた。土層図については第 Iスコリア帯下部が分層

されていた場合のみ 13b層として読み替えを行ったが、遺物の出土層位の記録の補正は不可能であった

ため、 若干甑蹄が生じている場合がある。

円。



第皿章遺跡の概要

第 1節桜畑上遺跡の概要

桜畑上遺跡は愛鷹山の南東側山麓、桃沢)11と芹沢川とに挟まれた緩やかな尾根上の、桃沢川に面した

一帯に立地している。遺跡の範囲は尾根の地形沿いに長く、北西側から南東側へ約 4kmに及んでいる。

遺跡の存在は早くから知られており、特に縄文時代中期の集落跡として著名であったが、現在までに

旧石器時代、縄文時代、古墳時代、古代・中世以降の各時期の遺物・遺構の存在が明らかにされている。

本章ではこのうち、本書で取り扱う旧石器時代から縄文時代草創期にかけての遺跡の概要を述べる こ

ととする。桜畑上遺跡で旧石器時代の調査が本格的に実施されたのは近年になってからで、平成 11年 1

月に開始された新東名(第二東名)高速道路建設に伴う発掘調査が最初である。続いてこれに接続する

大岡元長窪線、及び本書で扱う東駿河湾環状道路の建設に伴う調査が実施され、現在ではこれらの道路

建設により遺跡の大部分が消滅している。

旧石器時代の調査については、多層位にわ 第5表過去の調査出土資料の概要(旧石器時代)

たり遺物が出土しており(第 5表)、 AT下位

については調査範囲が限定的なこともあり出

土遺物は少ないが、第 I黒色帯から休場層に

かけては資料が充実している。縄文時代草創

期に関しては、桜畑上遺跡では現在までまと

まった遺構・遺物は出土していない。新東名

関連調査区で草創期前半に属すると考えられ

層UL 大岡元長窪線関連調査区 新東名関連調査区

YL 石器集中3、機群2、土坑・小穴3 石器集中10、機群8

SC 1 1 リ石器集中2

BB 1 1石器集中2、機群3 ド石器集中7

NL 

BB II 

SC II 

BBm 

scm 
BBW.V 

ナイフ形石墾 一一|碍集中1
剥片

l嫌群1

剥片一 一 一一一 一 --
!石器集中1

台形様石器等

る尖頭器・有茎尖頭器 19点、後半に属する多縄文土器2個体の出土が報告されているのみである。

口 沖積層
Alluvium 

騒位開港明|
Ihaidake lava I 

図位瞬間輔11
Ihaidake lava 1I 

圏 蜘11火附 w 
Momosawdgdwa 

。

Fち言台市1*亀沢川溶岩
bH!H!HHI Momo拍wagawalava 

E勺マ石守栂/木沢沼岩
~ù ... ~~..' ，，:~.~ Urnenoki白川lava

口 問岳溶岩頭
Ashitakadake lava 

圏 醐111溶岩頭
Takahashigawa lava 

古玄玄1 柳沢港岩頭

r，，~立三'64 Yan勾isawal川

O.守司 中部火山置扇状地地積物

r~!{!;~~ Middle staae ，....-'_，.........." 
三4ーム誼iIJ volcanic fan depo 

fててて司 中郡角曝覆灰岩層
r •• • ....， Middle staqe tuff br虻叫… ー

2 3k 

第10図 愛鷹山南東麓の地質構造(白井・藤井1987より改変)
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第2節地理的環境

桜畑上遺跡が位置する愛鷹火山は開析の進んだ成層火山で、頂部から放射状に伸びる谷によって深く

侵食されている。山体の南側では標高 200~ 300m付近で急峻な地形から緩斜面へと地形が変化するが、

後者の緩傾斜地は山体の崩落物などから成る火山麓扇状地堆積物により形成された地形である。愛鷹山

南東麓では桃沢川火砕流堆積物が広く堆積して緩斜面を形成した(第 10図)後、その上に富士・箱根

等を給源とする火山灰が厚く堆積した。愛鷹山南東麓でも桃沢川、高橋川の聞の扇状の地域は特にゆる

やかな地形で、その東西と比べて開析が進行せず浅い谷が入るのみとなっており、|幅の広い平坦部をも

っ尾根が連続している。こ うした地形の特性は遺跡の立地にも影響を与えたと考えられ、特に第目黒色

帯の陥穴状土坑の立地・分布との関係が注目されている(今村2006)。桜畑上遺跡が位置するのはこの

桃沢川南西側の緩斜面にあたる。調査時点での地形は農地等の造成に伴う地形の改変を受けかなり平坦

な地形であった。旧地形はこれよりは起伏があり、調査区の 3・6区、及び5区には谷が入るなどして

いたものの、概ねなだらかな地形が展開していたようである。

第3節 歴 史的環境

先史時代の遺跡、は前節で述べた標高 200~ 300m以下の緩斜面上に多数分布している。後期旧石器時

代から縄文時代草創期の資料が出土した遺跡の分布を第 11図に、遺跡ごとの出土資料の時期(層位)

を第6表に示す。

ニセローム以下の時期については今回の調査ではごく限られた数の資料しか出土していないが、愛鷹

山麓では後期旧石器時代初頭に相当すると考えられる第四黒色帯から連綿と遺跡が残されている。近隣

でも富士石遺跡、清水柳北遺跡、中見代第 I遺跡、三明寺遺跡などニセローム以下で重層的に資料が出

土した遺跡が分布する。また、愛鷹・箱根山麓で、は第E黒色帯から陥穴状土坑群が多数発見されているが、

桃沢川と高橋JIIとの間では現在のところこの時期の陥穴状土坑の発見例がないことが知られている。

第 I黒色帯以上の層では遺跡が増加し、休場層では遺跡分布が後期旧石器時代で最も拡大する。本遺

跡が立地する桃沢川以西の地区では幅の広い尾根上を広範囲にわたって利用した遺跡も多い。

この時期は愛鷹・箱根編年(静岡県考古学会 1995・1996)で第3期(南関東のW層下部・ V層段階に

並行)、第4期(砂川期以降に並行)、第 5期(細石刃石器群)の大別 3期に分けて捉えられ、おおよそ

第I黒色帯~休場層直下黒色帯が第 3期、休場層が第4期に相当するものと捉えられてきた。しかし寺

林遺跡で休場層下位から第 3期に相当する石器群が出土するなど、最近 10年程度の調査事例の蓄積に

より休場層下位を出土層準として第4期に先行する時期の石器群の出土例が増加しており、石器群の変

遷がより精綾に捉えられるようになってきている。

縄文時代草創期の遺跡の多くは尖頭器類が単独或いは散在的に出土した遺跡である。土器は草創期前

半の隆線文土器以降の資料が見つかっており、中見代第 I遺跡、拓南東遺跡(隆線文土器)、清水柳北

遺跡(押圧縄文土器)、葛原沢第N遺跡(隆線文、押圧縄文、表裏縄文土器)、丸尾北遺跡(表裏縄文土器)

などの遺跡がある。葛原沢第W遺跡では押圧縄文土器期の住居跡も出土している。
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第6表 桜畑上遺跡周辺の遺跡一覧
SIS 

|日 B B B B C C B B 
N 

8 s B 
Y 

草

市町村 県番号 遺跡名 石 B B B B E E B B B C B 'J (滞考
器 VII VI V JV b b E E 

L 
I 。L 

期

2 1 1 

i召j季 117 中沢田円丸 。市教委調査1978

j召j掌 119 長塚 。
沼津 137 葛原沢E 。
j召j孝 139 葛原沢 。
j召j掌 142 土手上 。。。 。。。。。。市教委調査1988，1995

j召j孝 143 葛原沢第N 。。。。。。。。市教委調査

j召j季 144 西洞 。。。。。。。。市教委調査1999

沼津 145 中見代E 。。。。。。市教委調査1988

i召j孝 146 中見代E 。 。。。。。市教委調査1988

沼津 147 広合(尾上広合) 。 。市教委調査1987，1990，1991

j召j季 148 ーツ洞 。。。 。。。。。市教委調査1991，1993

j召j掌 149 広合南 。市教委読査1990

j召j掌 150 中見代 I 。。 。。 。 。。市教委調査1989

j召j章 158 木戸上 。 愛鷹縄文研、市教委調査1985

i召j掌 159 上松沢平 。。 。県埋文研調査

j召j章 161 東熊堂荒狗 。
沼津 171 尾上イフウネ北 。 。
沼j掌 172 清水柳北 。。。。。。。。。。。。市教委調査1989，1990

沼津: 177 ;青7]<柳 。 。市教委調査1966

沼;~聖 178 寺林 。 。市教委調査1994，県埋文研読査

沼津 179 寺林南 。。。 市教委調査1985

沼津 183 柏葉尾 。 。市教委調査1996

沼津 188 子ノ神 。 。。 市教委調査1982

j召j季 189 大谷津 。 。市教委調査1982，1990，1994

沼j章 194 ニ明寺 。。。。。。 。。市誌下、市教委調査

沼j章 A 拓南東 。 。。市教委調査1998

沼津 D 丸尾北 。。県埋文確認調査

長泉 6 向田A 。。。 。県埋文調査

長泉・沼津 7 尾上イフウネ 。。。。。沼津市教委調査

長泉 9 中尾 。町教委調査1986

長泉 10 イフウネ 。 。 。町教委調査1986

長泉 11 野台 。。 。町教委調査1986

長泉 13 中毒E 。調査団1971

長泉 14 柏窪B(柏窪西) 。 調査団1971

長泉 17 富士石 。。。。 。。。 。町教委調査1981、県埋文調査

長泉 18 東野 。 県埋文研誠査

長 泉 19 八分平B 。町教委調査1981

長泉 23 追平B 。 。郷土誌、町史上

長泉 30 上山地A 。町教委調査

長泉 37 池田B 。 。。県埋文研調査2000

長泉 38 鉄平 。。。 。郷土誌、県埋文研調査2002

長泉 40 東野E橋下 。 町教委調査1985

長泉 41 中見代 。町教委調査1985

長泉 43 茶木畑 。。県埋文研調査1985

長泉 45 上野A 。郷土誌、町教委調査1979

長泉 47 上野B 。町史上

長泉 49 大久根 。 町史よ

長泉 54 桜畑上 。。。。 。。。。0 調査団1971、県埋文研調査

長泉 59 西願寺 。。。 町教委調査1975、1976

長泉 60 平畦 。 。町教委調査1976

長泉 61 陣場上B 。 。町教委調査1976

長泉 62 陣場上A 。町教委調査1976

長泉 65 尾尻 。 0 沼津商業高校調査

長泉 F 細尾 。。 。。。。 。県埋文研調査

長泉 西山 。 。。
裾 野 60 平林 1(富沢平林) 。市史 I

ハ
h
v
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E
よ



桜畑上遺跡周辺の遺跡分布(旧石器時代~縄文時代草創期)



第N章資料の概要

第 1節資料の概要

旧石器時代に帰属すると考えられる資料は石器 1797点、磯 324点が出土した。これらは主に第Eス

コリア帯から漸移層にかけて出土しており、出土層位に基づき以下の 7 期(第Eスコリア帯と第 I~ VI

文化層)に区分した。また、休場層中から土坑が3基見つかっているが、帰属文化層の特定が困難であ

るため石器・礁とは別個に提示する。縄文時代草創期に帰属すると考えられる資料は石器32点が出土

した(第7表)。

第7表遺構・遺物の概要(旧石器時代~縄文時代草創期)

田Fi=i"I~ 7"""c_g 石器 炭化物時代・文化層l 層位
，回 1 .~ - ~"" .~ 1 集中 集中

l哩 一 声ーEスコ立鰐喧1一一一 _L__1L__....__l→ー し- 一一←
551文也第堕包帯~ミ吐杢- i J--J ← J ト
思盟主-Z君主副頭骨唖土jE二;;-;J-仁ゴ二
器 I~N文化層 休場層下位~中位 401 176 9 4 
時第vx1t房一体扇面位二王亙一一一一一一一一 一面39!-Vo-12ー…-5-…下

品取?と画面踊 一一一一一 一 ~ι -了:一 三 二「下

川木場層 休場層下位 一一 一 3

hE;坦至L等一一一一一一 I_ _ 9一一 二二仁ゴ _"'---'--
縄文時代草創期漸移層~暗褐色土層 32 1 

第 2節資料の分類

1 資料の範囲

旧石器時代の資料については次のようにして抽出を行った。

①休場層以下のローム層から出土した石器 1390点、磯 324点(撹乱や混在の可能性の高い資料を除い

た数値)は明らかに旧石器時代の包含層に含まれるものとして扱った。

②漸移層の資料で、は、まず細石刃石器群関連資料など、形態から旧石器時代の資料と判断されるものを

旧石器時代に含めた。第 I期調査区、第E期 1.2・4・7区のうち漸移層出土の縄文時代の資料が少

ない区域では休場層の遺物分布と対比・検討して旧石器時代の資料に含めたものがある。また、 4・7

区では上層の縄文時代の遺構と比較して下位に来る資料を抽出した。なお、漸移層からは磯5点も出

土しているが、他の資料との関連が不明瞭であるため旧石器時代の資料からは除外した。

③富士黒土層以上の層でも、休場層で石器が密集して出土している範囲では母岩や接合関係の検討を

行った。また、形態から旧石器時代の資料と判断されるものを旧石器時代に含めた。

縄文時代草創期の資料については、形態から該当する石器の抽出を行った。関連する遺構や土器は確

認されていない。

2 遺物分布と石器集中・磯群

遺跡は一続きの尾根上の緩斜面であるが、調査範囲の制約等もあり遺物の分布範囲はモザイク状に分

断された状態となっている。そこで、遺物の分布密度が比較的高い範囲で、区切って分析単位を設定した。
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戸"

のものを砕片とし、それ以外を剥片とした。

期j片有槌(面取り)尖磁器のファシット作出時に剥離された剥片。なお、彫器削片は出土していない。

細石刃 縦長の剥片で、関側繰及び背臨の礎がほぼ平行であり、基本的には騒がl.Ocm程度以下のもの。

石核細石刃核以外の石棋を一括した。

縮石刃犠細石刃を剥離した石鞍。

躍石石器石材として搬入されたと考えられる離をその弛から区別して麗石とした。デイサイト、蝉石

安山岩など練群離に一般的な石材は基本的に礁とし、剥離痕等がある場合のみ石器として扱ったため、

原石として分類されたものはない。
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4 礁の分類

前記の通り、自然石の状態のもので、剥離痕や使用痕(敵打痕)がないもののうち、石器石材の可能

性が高いものを除外したものを磯として分類した。

さらに表面の特徴から 「赤化J(喋表面が赤く変色した状態)、「黒色付着物J(タール状の付着物)を

被熱の痕跡として記録した。

5 遺物の計測方法

石器の計測に際しては、長さ、幅、厚さの向きを実測図の置き方に準じて設定した。まず器種ごとに

縦軸を次のように設定した。

尖頭器、有茎尖頭器、角錐状石器、ナイフ形石器:尖頭部を上とした向き。

切出形石器・基部側両側縁が左右対称となる向き。

掻器、 l喋器:主たる刃部(二次加工部位)を下とした向き。

削器、二次加工剥片、微細剥離痕剥片、剥片、細石刃・打面を上とし、剥離方向を縦軸とした向き。

模形石器:主たる両極剥離の打撃部位を上下に置いた向き。

敵石:主たる敵打痕部分を下とした向き。

石核・細石刃核:主要な最終剥離面を正面に置き、それに対する打面を上とした向き。

この縦軸に平行で、各辺が石器の輪郭に接する長方形を想定し、その長方形の縦方向の辺を長さ、横

方向の辺を幅とした。厚さは石器の反り等を計上せず長さ・幅に直交する方向の最大長を測定した。

礁の計測については、長軸を長さとし、これに直交する向きを幅・厚さとした(但し、(幅)孟(厚さ)

で両者は直交する向きとする)。

幅 厚さ

長さ

にご〉
幅

第 12図石器の計測位置
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第V章 旧石器時代の遺構と遺物

第 1節 第皿ス コリア帯出土石器

P -18グリッドで第皿スコリア帯県色帯 lより石核 l点 (第 13~ 15図 1)が出土した。同層準から

の出土石器はこの l点のみであるため文化層という H手称は適用しない。
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第14図 第Eスコリア帯石材別分布図 第15図 第Eスコリア帯出土石器

第2節第I文化層

1 概要

第 I文化層は第E黒色帯からニセロームにかけて出土した石器7点から成る(第 13図、第8表)。広

範囲から散発的に出土しており、特に密集した分布は認められない。石器が出土した地点(第 13図中

の 1-A~F) について出土状況を図示する(第 16 図)。

第8表 第 I文化層石材別器種組成

黒曜石
ホ
ル 世

田、士
# 箱天 J 雷合

i和

! ~言根減 Z 貢長
I ~ 畑柏ご岩
ノ宿峠 Jレ

; 1 ス l

iトー(--1 - :-~. 1- ム 一寸

ナイフ形石お -1______~.L 一一一1L____L_--L
l微細華11離痕号制片 1， 1 

剥片 仁コプ工王l二I 4 

石核 1- L 日ー 1 

合計 1 1 2 2 1 7 

2 出土石器(第 17図)

2は黒曜石(天城柏峠群)製のナイフ形石器である。ー側縁加工で基部は破損している。背部加工は厚く 、

部分的に稜上調整も認められる。

3~5 は剥片である。いずれも石刃状の形態を呈し、 5 は末端が階段状となっている。

6はホル ンフ ェルス製の石核である。やや扇平な亜円礁の周縁に打面を設け、幅広の剥片が剥離され

ている。
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第3節第E文化層

1 概要

主として第 I黒色帯から出土した石器 590点、 i機36点から成る(第 18図、 第9表)。 遺物分布は調

査区の南側に侃っており、エリ アA、B、C、D.Eの4箇所でまとまった分布が認められる。石器集中

5箇所、 1諜群 ]箇所を認定しており、エリアごと の資料と造物集中の構成は第 10表の通りである。

P 

O 

N 

jヘ
。o u 

-アく

ot/ μ ト」

。l〆 L 

I ~ IU μ μ ド」 ρ トー

、， U L uu 
'1 c: 

μ [J 」 f-l 
寸

¥A 
し L ト」 L 

L トi 亡U 
E L 

U 戸 u-u L 

」 L 。 ド L 白

壬 」し

「
〈こ L 

「

1.---1 」

~L ロ {j ロー ト」 ド

工 し 工 〕 C 
ロ n 

。
LjA し ド L ロ 。

ぺ屯 1号石畠舗中 。。

えアマ 。<>
t_0-

~ト\ μ

¥2品あ
」 。

口一-p ユロ 。
トグ O くC 内「ー

。 U

トー ミラ
い kO

ゆi
f' ~r r-ーノ 。ハ

石器

六./

~ 
同~3号石。器舟中ζ 1ハ

機 〈う /で¥

事故.<1>^ bV b 。 く

。

。O¥' く〉 。E14毎石ISIII占

。

1234 5 6 7  8 9' 10 ' 11 '12 13' 14 . 15 ' 16 ' 17 . 18 ' 19 . 20 '21 22' 23 . 24 25' 26 27' 28 . 29 . 30 

100m 
E 1: 2000 "i 

一

-
U
H

.
n
u

-

-

叫
m

.
7

L

V

E

V

A

W
W

M

V

H

U

A
ハ

A
u
n
a
a
n

‘
an

・an
A
品

川

‘

片

品

A
A
u
n
A
u
n

R 

等高線はBB1陪上面(20cmごと)

第18図 第E文化層遺物分布図

戸

h
u

つ山



合

計

石

英

閃

緑
山
石

細
粒
砂
岩

碧
玉
(
赤
玉
石

)

第E文化層石材別器種組成
i 黒曜石
十一寸 ...，...-----.，._.._--，-_._---，......_._....，--_._-- ホ

和 1和和 :宮 i ル i 珪

田 :回目 :実 容箱天推 !未 ヲ !璽
土 l 土 !土 ;常 ;科根城定八二百

屋 l屋;屋 i竺冷畑柏不品;岩
橋橋橋す山宿峠可 ル- -北南!函 L

; 

第 9表

第E文化層のエリアと遺物集中

ナ
切

イ
出 f量

石

エリア 石器集中 礁群
フ 南IJ 厳 原 器

様
形 形 l 器 器 石 石 AEe2h a 

石
石

言十
器

器

第10表

エリアA

(1)遺物の分布(第 19図)

R-llグリッドの遺物群を一括する。石器4点が分布するのみだが狭い範囲でまとまっており、

2 

これを

l号石器集中とした。

(2 )出土石器(第 20図)

7 (接合資料1)は黒曜石 (天城柏峠群)の接合資料である。板状礁の破片が節理面で分割されており、

このうち一方 (7a)が石核として利用されている。この石核は原礁の角を利用して縦長剥片を剥離した

ものである。
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第11表第E文化層エリアA石材別器種組成
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剥片 11 4 18 2 38 

砕片 3 22 26 
一右核 2 2 

合計 16 24 24 72 

第E文化層エリア B石材別器種組成第12表

!喋

エリア B

遺物の分布(第 21図)

M-16グリッドの遺物群を一括する。石器 72点、

3点が出土 した。 石器群は全体が l箇所にまとまった

分布を示しており、 2号石器集中とした。

3 

( 1 ) 

2号石器集中 径約 5mの純聞にまとまり、 出土層位

は第 I黒色帯上部を中心としつつ も一部が上・下層

まで及んでいた。石器群は信州系黒曜石、特に和田

系のものを主体としている。

(2 )出土石器 (第 22・23図)

ナイフ形石器・切出形石器 (8 ~ 10) 

8は黒曜石(和田土屋橋西群)製のナイフ形石器で

ある。右側縁は基部側を腹面からの加工で扶り、左側縁は基部側が素材剥離時に生じたと見られる割れ

を利用して背面に稜上から平坦調整を入れ、器体中ほどから急斜度調整で背音I~ を作出している。 基部に

打面を一部残し、また先端側は欠損している。 9は黒曜石 (諏訪星ヶ台群)製のナイフ形石器である。

幅広の剥片を折断した三角形の剥片を素材としており、左側縁基部側に切 り立った折れ面、右側縁に斜

めの折れ而を置き、両側縁の加工で基部を整形している。先端側は右側縁が蝶番状剥離となってお り、

左側縁の方が鋭利な刃部となっている。 10は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の切出形石器である。 寸詰まり

の剥片を素材とし、右側縁に背部加工、左側縁基部には縁辺を潰す形で微細な剥離を施し、基部に打面

を残置している。

掻器・自IJ器 (11・12)

11は黒H謹石(諏訪星ヶ台群)製の削器である。 図中の正面が腹面、下部に残る商は素材の打商と見ら
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れ、打宿部が分厚くなった剥片を素材とし、左側縁中央部に急斜度の剥離で扶入状の刃部を設けている。

12bは黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の掻器である。素材剥片末端の限られた範囲に急斜度の二次加工が施

されている。

剥片・石核 。接合資料 (12~ 14) 

12 (接合資料6)は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の剥片、掻器から成る接合資料である。

13 (接合資料3)は黒曜石(和田土屋橋西群)製の剥片 2点から成る接合資料である。 13aは縦割り

に折断されている。 13aの剥離後、作業面高を大きく減少させる工程を挟んで 13bが剥離されている。

14 (接合資料4)は黒曜石(和国土屋橋西群)製の剥片3点と石核とから成る接合資料である。図の

正面側では 14a~ c等のす詰まりの剥片が剥離されている一方、 裏面では多方向から大きく剥離されて

おり、これにより石核の厚みが大きく減じたものと考えられる。
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3号石器集中 J-18 グリ ッ ド出 ーI-~の黒曜石製石器 19 点か ら成る 。 原産地

分析ができたもの6点は全て事科冷山群で、あっ た。径約 2mの範囲にま

とまり、出土層位は第 I黒色帯上部であった。

1号磯群 (第 25図) K-18・19グリッド出土の喋 18点から成る。 4kgの

玄武岩礁 1点以外は輝石安山岩で、ある。出土層位は第 I黒色帯上部で、ほぼ同レベルで面的に分布し

ていた。1喋1点に黒色の付ー着物があったが、 それ以外に礁に被熱の痕跡等は認められなかった。

4 エリアC

(1)造物の分布(第 24図)

J-18、K-18・19グリ ッドの範聞である。石器 19点、 機 18点が出土した。

石器と1擦とは隣り合って別個に集中域を形成しており、それぞれ 3号石罷

集中、 1号喋群とした。
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( 2 )出土石器(第 26~I ) 

15・16は黒曜石(蓉科冷山群)製の剥片である。 出土石器はこうした小形の剥片 ・砕片であり、 二次

加工や石核調整により生じたものと考えられる。

魯~ ~ 関 g
ζ二ミ 15 (23895) 

曜石(琴科冷山)

16 (23896) 

黒曜石(夢科;令山) 。
1 1. 25 5cm 

第26図 第E文化層エリアC出土石器

5 エリアD

( 1 )遺物の分布(第27図)

1-28グリ ッドの迫物群である。 石器5点、 陳 2点が出土 したが、

散在的な分布のため集中部としては捉えていない。 南西側約 10m

の箇所からエリア Eに属する造物群が密集しており 、その外縁に属

する資料と考えられる。上層に第W文化層エリ アIの遺物群が重複

して分布する
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17 (34090) 

ホルンフエルス

。
]:1.25 5cm 

5cm 

第28図第E文化層エ 1)アD出土石器

( 2 )出土石器(第28図)

18 (34240) 

黒曜石

(天城柏峠)

17はホルンフェルス製の剥片である。出土層位は休場層下位で第W文化層の資料と重なり、そちらへ

帰属する可能性もあるが、第E文化層の資料に石質が類似することから これに含めた。単剥離打面の幅

広剥片で、背面剥離痕から同様の剥片が連続的に剥離されていたことが窺える。

18は黒曜石(天城柏峠群)の原石である。亜角礁で、柏峠産黒曜石としてはありふれた大きさのもの

である。

19は細粒砂岩製の敵石である。細長い磯の下端部に敵打痕がめぐっている。

6 エリアE

(1)遺物の分布(第 29・30図)

H-27グリッドを中心とする範囲である。石器484点、機 10点が出土した。石器群には大きく 2つの

まとまりが認められ、 4号.5号石器集中とした。分布状況から見て、両石器集中とも複数の集中部が

複合している可能性があるものである。また、これらと重複する形で炭化物集中が認められた。

4号石器集中 (第 31図、第 16表) H -27グリッドを中心に位置し、 出土層位は第 I黒色帯上部を中心

とする。石器273点から成り、石材は諏訪星ヶ台群を中心とする黒曜石主体で、これに珪質頁岩、ホ

ルンフェルス等がf半っている。
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第E文化層5号石器集中石材別器種組成
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5号石器集中(第 32図、第 17表) H -27・28グリッドに位置し、出土層位は第 I黒色帯上部を中心と

する。石器 203点から成り、 4号石器集中とは対照的に箱根畑宿群の黒曜石が主体である。

炭化物集中 4号石器集中と重複する範囲を中心に、一部 5号石器集中の範囲にも分布していた。 4

号石器集中付近から遺存状態の良好な炭化材が採取されており、試料を 3片抽出して放射性炭素年

代測定、及び樹種同定を実施した。年代測定では 24180::!: 1l0yrBP、24190::!: 100yrBP、24340士

100yrBPの結果が得られ、樹種同定ではハンノキ属ハンノキ亜属に同定された。

( 2 )出土石器(第 33~42 図)

ナイフ形石器 (20~ 23) 

20はホルンフェルス製で、基部は主に右側縁の鋸歯状調整で整形され、先端部は左側縁の二次加工で

整形されている。 21は黒曜石(箱根畑宿群)製で、主に左側縁に基部加工が施され、先端部は折れた後

に転用・再加工のためか二次加工が入れられている。 22は黒曜石(箱根畑宿群)製のナイフ形石器であ

る。縦長剥片を素材に、打面を残置し、基部周辺に限定して両側縁を二次加工している。 23は黒曜石(箱

根畑宿群)製のナイフ形石器である。打面を残置し、基部両側縁を二次加工している。器体上半部を折

損している。

掻器・削器 (24~ 31) 

24~ 28は黒曜石 (諏訪星ヶ台群)製の掻器である。いずれも厚手の剥片を素材とし、 24・25・27は

素材打面を残置している。刃部加工の範囲は様々で、 26では下縁から両側縁を巡り、折れ面となってい

る基部側にも部分的に刃部加工が及んでいる。25・27では下縁から片側縁まで、器体をほぼ半周している。

24では右側縁基部側と下縁左側とに限られ、 28では下縁の一部に限られている。29は黒曜石(箱根畑

宿群)製の掻器とした資料であるが、他のものと比べて微細剥離痕が少なく、異なる器種の日J能性もある。

30は黒曜石(箱根畑宿群)製の削器である。二次加工は腹面側に限られ、左側縁から下縁まで弧状の刃

部を形成している。 31はホルンフェルス製の掻器で、ある。大形剥片の末端部に弧状の刃部を設けている。

二次加工剥片・微細剥離痕剥片 (32・33・35~ 40) 

32は珪質頁岩製の二次加工剥片で、厚手の縦長剥片の両側縁に二次加工が認められる。 33は珪質頁

岩製の二次加工剥片で、左下隅に二次加工が施されている。 35~ 37は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の微

細剥離痕剥片で、総じて縦長剥片素材である。 38~ 40は黒曜石(箱根畑宿群)製の微細剥離痕剥片で

ある。 38では小形剥片の両側縁に縁辺を潰す形で剥離が認められる。 39は厚手剥片の左側縁の縁辺を

潰す形で、 40では右側縁の縁辺が刃段れするように微細な剥離が入っている。

融石 (34)

石英閃緑岩の円磯の下部と上部にそれぞれ敵打痕が認められる。

剥片・石核・接合資料 (41~ 56) 

41 ~ 52はエリアEの資料の主体を占める黒曜石製の資料である。 41は石核で、表面の風化のため原

産地分析では推定不可であったが、外観上の特徴では畑宿産に近い。 42~45 ・ 51 ・ 52 は諏訪星ヶ台群

黒曜石の接合資料である。本文化層では同石材の厚さ 1cm前後の剥片を素材とする掻器 (24~ 28)が

特徴的であり、掻器を含む 52(接合資料33)や厚手の剥片を含む 51(接合資料32) も存在するが、全

体としては少数派で、厚さ lcm前後に達する剥片は 4点のみである。主体となっているのは 42~ 45 

に見られる小形剥片である。 46~ 50は箱根畑宿群の黒曜石の接合資料である。諏訪星ヶ台群の黒曜石

に比べて製作された剥片に厚手・大形の傾向が窺える。

53 ~ 55はホルンフェルス製の剥片である。石刃状を呈するもの (53・54)が含まれる。

56は碧玉(赤玉石)製の剥片である。単剥離背面で原礁の角から剥離され、石刃状剥片となっている。
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第39図 第E文化層エリアE出土石器(7 ) 
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第40図 第E文化層エリアE出土石器(8 ) 
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第41図 第E文化層エリア E出土石器 (9) 
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56 (34502) 
碧玉(赤玉石)

~ 

5cm 1: 1. 25 どこミ
第42図 第E文化層エリアE出土石器 (10)

。

その他の資料(第43図)

上記のエリア A~Eの範囲外で散在的に出土した資料として石器

6点、磯3点がある。石器のうち剥片以外の 3点を図示した。

57はホルンフェルス製のナイフ形石器である。先端は両側縁から

の加工で尖らせ、基部は両側縁とも扶入状とし、素材打面を残して

いる。 AC-IOグリッド、第 I黒色帯出土。

58は黒曜石(天城柏峠群)製のナイフ形石器である。基部側の破

片としているが、器体上部を折損し、右側縁も破損しているためも

との形態は推定しがたい。 1-22グリッド、第 I黒色帯出土。

59は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の掻器である。素材剥片は背面側へ反り返った形で末端側は蝶番状剥

離となっている。腹面側の一辺に弧状の刃部を設けている。 W-8グリッド、第 I黒色帯出土。

第18表第E文化層
ヱリア外石材別器種組成

! 黒曜石 j ti 
天 1 三i合
城 ノ 卦

nE|;i山

zE-F 
章11片 i

一一 一 一一
合計 21 

ヤ三重雰

7 

伝言ぬ

57 (103) 

ホルンフエルス

モヂ

正三二〉 59 (39281) 
黒曜石(諏勧星ヶ台)

p
l

事
乙ミミ込

58 (23892) 
黒噂石(天城柏峠)

句 5cm 1: 1. 25 
。

第E文化層エリア外出土石器
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第 4節 第皿文化層

1 概要

主として第 Iスコリ ア層から休場層下位にかけて出土した石器 63点、陳 32点から成る(第 44図、

第 19表)。 資料がまとまって分布する地点は 2箇所あり、エリア A、Bとした。石器集中2箇所、 1諜群

l箇所を認定しており、エリアごとの資料と遺物集中の構成は第 20表の通りである。
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第44図 第E文化層遺物分布図
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18 10 3 2 36 

砕片 9 16 
l 

石核 2 4 

合計 4 23 6 21 2 63 

第20表 第E文化層のエリアと遺物集中
ナ

イ 次
動|砕

石

エリア 石器集中 様群
フ 同IJ 力日 石 !器 媒
形 器 工 !片 片 ~合 4口"-

石 事l 計

器 片

A 1号 1号 2 11 11 181333625  

B 2号 一百ート 十 一17了一3一「一1 一2一4一 1 
外

-2 1」一一1:一一一一一 一3 6 
合計 2箇所 1基 4 1 2 36 16 4 63 32 

2 エリアA

(1)遺物の分布(第 45・46図)

V -14グリッドを中心とする範囲。石器36点、機25点が分布する。石器 .1擦は重複して 1箇所の集

中部を形成していた (1号石器集中、 l号機群)が、その周囲にも少数の石器・磯が散在する。

第W文化層エリア Fの石器・礁と分布が重複する。出土層位が休場層直下黒色帯にまとまり、やや下

位にあることから両者を分離したが、出土層位の差は僅かであるため、同一文化層の可能性もある。

1号石器集中 V -14グリッド南東部を中心に位置し、出土層位は主に第 Iスコリアから休場層下位で

あるが、より上層の石器とも接合関係が確認されている。石器31点から成り、石材はホルンフェル

スが最多だが黒曜石、ガラス質黒色安山岩、碧玉(赤玉石)といった各種石材が伴う。

1号操群(第 47図) 1号石器集中とやや北寄りの位置で重複して分布する。出土層位も石器群と重複

するが、 l号石器集中のほうが幾分下位まで分布している(調査時の記録では喋は休場層下位にまと

まっている)。磯20点から成り、 4割の 8点に被熱の痕跡が認められた。

第21表 第E文化層エリアA石材別器種組成

合
計

( 2 )出土石器(第48・49図)

ナイフ形石器 (60)

黒曜石 (諏訪星ヶ台群)製で、素材剥片打面側を斜めに切り取った一側縁加工のものである。基部側

に当たる素材の末端は蝶番状剥離となっており、特に加工はない。石器集中外から出土。

削器 (61)

ホルンフェルス製で両側縁に鋸歯状の刃部を設けている。
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第E文化層エリ アA器種別分布図

剥片・ 石核 ・接合資料 (62~ 67) 

62は黒曜右 (諏訪星ヶ台群)製の石核である。 単設打面で角錐状を呈する。

63 (接合資料 35). 64 (接令資料 36)はガラス質黒色安山岩の接合資料である。63bは打面転移が繰

り返されてサイコロ状になった石核で、剥片 1点 (63a)が接合している。 64は剥片素材の石核で、 折

れ面を打而として小口面から剥離が行われている。

65はホルンフェルス製の剥片である。背面の大半が磯而で桜われた比較的大形の剥片で、同様の資料

第45図

はもう l点出土 している。

66 (接合資料 37)は碧玉(赤玉石)の剥片 2点から成る接合資料である。 背面に原陳面lの残る資料で

あるが、同石材の資料はこの2点のみである。
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第46図 第E文化層エリアA石材別分布図
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ζ二三 60 (39232) 
黒曜石(諏勧星ヶ台)

局
守噂匂習

62 (39156) 
黒曜石(諏訪星ヶ台)

63 
縫合 35
ガラス賀県色安山岩

マま乏ア

く三ごご〉

〈三ラ

4込
ζ〉

戸、〉

61 (39295) 
ホルンフェルス

品。巴
くこ〉 倫 (39299)

63b (39137) 

64 
後合 36
ガラス貧黒色安山岩

。
1: 1. 25 

第48図 第E文化層エリアA出土石器(1 ) 
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第49図 第E文化層エリアA出土石器(2 ) 
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3 エリア B

(1)遺物の分布 (第 50図)

N -16グリッドを中心とする範闘。石器 24点、磯 l点が分布

する。石器はl箇所の集中部を形成して出土 (2号石器集中)し、

際 1点も同範囲から出土した。

2号石器集中 M -16グリッド北西部付近で径約 3mの純囲に分

布する。出土用位は休場層1宣下黒色帯を中心に まとま ってい

る。また、 P-14グリッド出土の石器と接合関係をもっ石器が

ある。 石材は天城柏峠群の黒11起石が主体を占めている。

器種別 石材別

ο 矢
ヲく¥

 
2号右器集中

合掴曙石田鶴量ヶ台

・ 鳳噌石天胤柏崎

鳳曜署 地理不司 ・朱骨折

ロ ホルンフエルス

守 ガラス貿属色安山岩

:;i料一}融j;;;

第22表第E文化層

エリア B石材別器種組成
黒穂石 ガ

ホ フ
Jレ ス

諏
天 ン 質 ，ロCト
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未 フ 黒
言十星

柏
分 工 色

ケ
峠

析 Jレ 安
-e'; ス 山

岩

ナイ フ形石器 2 

二次加工剥片

動|片 14 

砕片 3 31 

石核

合計 17 4 24 

~ 

〉く

2号石器集中

120.0!!L ...LYw--斗

19.5!!L開巴出現回国牛こ「え トー旦ニ:::l 斗19.5m
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1: 200 5m 

第50図 第E文化層エリア B遺物分布図

( 2 )出土石器(第 51図)

ナイ フ形石器 (67・68)

67は黒曜石 (天城柏峠群)製で二側縁加工のもの、 68は黒H量石(諏訪星ヶ台群)製で、基部と右側

縁先端部と に而的調控を加えたものである。いずれも基部に打面が残されている。

剥片・石核・接合資料 (69~ 71) 

全て黒曜石(天城柏峠群)の接合資料である。 69(接合資料 38)は鋸歯状厚形調整加工により 削器の

刃部を作出する際の剥片 2点が接合したものである。このうち 69aは2号石器集中から約 26m北西方

向へ雄れた P-14グリッドから出土したものである。 70(接合資料39)では剥片が折断され一方 (70a)

が石核となっている。 7l(接合資料 40)は小形の剥片の述続的な剥離を示す。接合資料中のb、cは上

下部を折損している。

4 その他の資料 (第 531主1)

卜."，己のエリアA.Bの範囲外で、石器 3点、機6点が散在的に出土 した。石器のうち剥片以外の2点

を凶示した。

72はY-14グリッドで出土したホルンフ ェルス製のナイ フ形石器である。第I黒色帯の最上部から出

土しており(第 52区1)、第E文化層に入れるか判断が分かれるところであるが第田文化屑に含めて提示

-55-
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ζごユ 67 (37890) 

黒曜石(天城柏峠)
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第51図 第E文化層エリアB出土石器
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する。先細りの形状の剥片を素材とし、基部両側縁を内湾形に加工し、打面の一部を残置している。石

質は風化面が灰白色を呈するもので、愛鷹山麓の遺跡で一般的に出土する黄白色~白色のホルンフェル

スとは異なるようである。

73は黒曜石(天城柏峠群)製の二次加工剥片である。末端部に腹面への二次加工が施されている。

第23表第E文化層
エリア外石材別器種組成
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第52図 ナイフ形石器(第53図72)出土状況図

子ヘ

v 

72 (40153) 

ホルンフエルス -Ilf ~も
ζ二::> 73 (42) 

黒曜石(天城柏峠)

。
1: 1. 25 

第53図 第E文化層エ リア外出土石器
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第5節第W文化層

概要

休場開下位から中位を中心に出土した石器 401点、 機 176点から成る(第54図、 第24表)。 資料が

まとま っ て分布する地点は 10 箇所あり、エリア A ~ ]とした。さらに石器集中9箇所、 喋群 4箇所を

認定しており、エリ アごとの資料と遺物集中の梢成は節25表の通りである。
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第54図 第N文化層遺物分布図
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第25表

エリア

2 工リアA

(1)遺物の分布(第 55図)

AD. AE-4・ 5グリッド付近。石器5点、磯3点が分布する。

出土層位は休場層直下黒色帯から休場層下位である。

(2 )出土石器(第 56図)

74は黒曜石(天城相峠群)製の切出形石器で、素材剥片を横位

に用い、左側縁は打面を残し、右側縁は鋸歯状加工で直線状に仕

上げている。2つに折れており 、約 8m離れて出土した。

75はナイフ形石器の基部破片と考えられる資料である。黒曜石

(箱根黒岩橋群)製の大形剥片の打面を基部に置き、右側縁を二

ハ可
ν

「

D

第26表第町文化層
エリアA石材別器種組成

i 蕪曙石
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次加工でやや内湾させている。

76は輝石安山岩製の喋器である。平らな形状の亜角礁断片の一辺に片刃の刃部を設けている。刃部角

は急斜度で、特に中央部付近では垂直に近くなっている。

3 エリアB

( 1 )遺物の分布(第 58図)

AC-8グリッドを中心とする範囲。石器 15点、機 l点が分布する。石

器は I箇所の集中部を形成して出土 (1号石器集中)し、喋 l点も同範

囲から出土した。

1号石器集中 長径約 8mの範囲に分布し、北側に特に集中した分布を

示す。出土層位は休場層下位を中心に休場層中位から第 Iスコリア層

に及ぶ。石器は黒曜石 (箱根畑宿群)製のものから成る。

( 2 )出土石器(第 57図)

11ームJ
!RII片 | 111 11 

砕片 | 1¥ 1¥ 2 
合計

77は黒曜石(箱根畑宿群)製の削器である。右側縁が二次加工で凹字状に整形されている。主に上下

の突出部に二次加工されているが、内湾部もエッジ部分に微細剥離痕が顕著に見られる。

78は黒曜石(箱根畑宿群)製の微細剥離痕剥片である。主に左側縁のエッジ部分に微細剥離痕が認め

られる。

79 (接合資料42)は黒曜石(箱根畑宿群)の接合資料である。打面、背面の大部分が角磯面の縦長剥

片が3つ以上に折れたうちの 2点が接合している。右側縁側は大きく剥離されており、石核として利用

されていた可能性もある。
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4 エリアC

(1)遺物の分布(第 60図)

AB-12グリッドを中心とする範囲。石器 10点が分布する。

分布はやや散漫であるが東側の分布域を 2号石器集中とした。

2号石器集中 長径約 8mの範囲に石器6点が分布する。出土

層位は調査時の所見によれば休場層直下黒色帯である。

( 2 )出土石器(第 59図)

80はガラス質黒色安山岩製の角錐状石器で、ある。幅広剥片を

横位に用い、打面側で表裏、末端側で表面へ二次加工し、結果

的に横断面形は肩平な菱形に近くなっている。
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81は黒曜石(箱根畑宿群)製の二次加工剥片である。縦長剥片が折損したものであり、右側縁に二次

加工が認められる。

82 (接合資料43)は黒曜石(箱根畑宿群)製の剥片である。
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( 1 )遺物の分布(第61図)

AA . Z-14グリッドを中心とする範囲。石器27点が分布し、このう ち

まとまって分布するものを 3号石器集中とした。石器集中外の 1点(珪

質シル ト岩製)以外の石器は全てホルンフェルス製である。

3号石器集中 長径約 10mの範囲に石器26点が分布する。出土層位は

休場層下位を中心に、休場層直下黒色帯から漸移層に及ぶ。
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( 2 )出土石器(第62図)

ナイフ形石器 (83)

ホルンフェルス製、石刃素材で二側縁加工のものと見られる。風化による劣化・損傷が激しい。

掻器 (84)

珪質シルト岩製で、厚手の剥片の端部右半分に弧状の刃部が設けられている。上部は折損している。

剥片・石核 (85~ 88) 

全てホルンフェルス製である。石核 (88) にはやや縦長の剥片が剥離された傾向が窺われるが、伴っ

て出土している剥片 (85~ 87)は必ずしもそうではない。

6 エリアE

(1)遺物の分布(第 63図)

X-16グリッ ドを中心とする範囲。石器7点が分布し、このうちまとまって分布するものを 4号石器集
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中とした0

4号石器集中 長径約 3mの範囲に石器6点が分布する。出土層位は調

査時の記録によれば休場層中位を中心とする。

( 2 )出土石器(第64図)

ナイフ形石器 (89・90)

2点ともホルンフェルス製である。 89は基部に打面を残し、鋸歯状厚

形調整により二側縁加工を施している。 90は器体上部を欠くため断定は

できないが、素材の用い方が逆であるものの 89同様の加工による二側

縁加工となっており、類品の可能性がある。

二次加工剥片 (91)

ホルンフェルス製で風化による損傷が著しいが、鋸歯状厚形調整加工

の痕跡が認められる。 89・90のようなナイフ形石器の断片の可能性もある。

接合資料 (92)

92 (接合資料44)はガラス質黒色安山岩の剥片3点、石核 l点から成る。基本的には上方から縦長剥

片が剥離されているが、最後に下方に打面転移して 92b、92cが剥離される。
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(1)遺物の分布(第 65・66図)

V . W-14グリッドを中心とする範囲。石器28点、機 11点が分布し、石器がまとまる範囲を 5号石器

集中・ 6号石器集中とした。第E文化層エリアAの石器群と範囲が重複する。

5号石器集中(第 32表) 径約 5mの範囲に石器 15点が分布する。出土層位は休場層直下黒色帯から休

場層上位に及ぶ。黒曜石(琴科冷山群)製のものがまとまって出土している。

6号石器集中(第 33表) 径約 4mの範囲に石器5点が分布する。出土層位は休場層下位を中心とする。
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( 2 )出土石器(第 67図)

ナイフ形石器 (93)・切出形石器 (94)

ともに黒曜石(天城柏峠群)製。 93は素材剥片を横位に用い、打面側に背部加工した二側縁加工となっている。

94も素材剥片を横位に用い、 右側縁の他、 裏面にも二次加工が施されている。
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掻器 (95・96)

ともに黒曜石(事科冷山群)製。素材の末端側を大きく削り、 急斜度の刃音1)を作出している。刃部は

突出部をもち、やや鋸歯状を呈する。

二次加工剥片 (97)

黒曜石(事科冷山群)製。腹面側に平坦剥離が施されているが、小片のため元の形状は不明である。

削片・剥片・接合資料 (98~ 101) 

98は黒曜石 (夢科冷山群)製の削片と考えられる資料である。両I面調整された石需の端部から剥離さ

れたことが窺われ、有樋尖顕器に関連するものの可能性がある。

99・100(接合資料品) は黒曜石製の剥片及び接合資料である。 天城中I~I峠群 、 事科冷山群のものがあるが、

いずれも図のように寸詰まりの剥片である。 101はガラス質黒色安山岩製の剥片である。この石材はこ

の l点のみであった。

工リアG

( 1 )造物の分布(第 69・70図)

P-19 グリッド周辺の範囲。石器 14 点 、 r~~ 114点が分布する。石器は散在するが、喋は Q-20グリッド

付近でまと まっており、これを l号機群とした。

1号礁群(第68図) 径約 5mの範囲で、機 108点から成る。大半の礁は径 2mの範囲に特:集し、 出土層

位は休場層下位から休場屑直下黒色帯に及ぶ。赤化、黒色付着物など被熱痕跡をもっ離が40点含ま

れる。周辺の石器群との関係は不明だが第 71図 106、第 72図 109・110は喋群の範囲内から出土して
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( 2 )出土石器(第 71・72図)

ナイフ形石器 (102-104) 

102は白滝頁岩製で、 打面を残置し、 基部両側に内湾する二次加工を入れている。器体上部は折れて

いる。石材は暗黄灰色の地に黒褐色の斑文が入るもので、典型的な白滝頁岩の特徴をもっ(註 1)0103 

はホルンフェルス製で、縦長剥片を素材とし、両側縁に基部加工を施しており、特に右側縁を内湾させ

ている。先端は折損している。104は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の石刃状剥片を素材とした二側縁加工

のものである。基部及び先端を欠く 。

掻器(105)

黒曜石(天城柏峠群)製で、縦長剥片の末端部に刃部を設けている。二次加工は側縁部にも断続的に

認められる。

二次加工剥片 (106)

白滝頁岩製で、 102に類似した特徴をもっ石質である。厚手の剥片素材で打面を残し、その周縁に二

次加工が施されており、末端側は折れている。

剥片 ・石核 (107-111) 

種々の石材が出土している。黒曜石製のものは 107の剥片をはじめ概して小形である。硬質細粒凝灰

岩は 109の剥片 1点のみである。ホルンフ ェルスは縦長剥片が2点見られる (108・110)。チャートも

111の石核 l点のみで、打面転移を繰り返してサイコロ状の形態となっている。他に玄武岩製の剥片 l

点が出土した。

9 エリアH

(1)遺物の分布(第73・74図)

0・P-13-16周辺の範囲。石器21点、 機 2点が広 第35表第W文化層エリアH石材別器種組成

い範囲に散在する。休場層を中心に暗褐色土層から出

土したものもある。ほほ同層位の P-14グリッドの出

土資料 l点が下層の第E文化層出土石器と接合してお

り (69a:接合資料38)、資料の混在の可能性も考え

られる。

( 2 )出土石器(第75図)

ナイフ形石器 (112-118) 

112 -117は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製で、いずれ

も縦長剥片を素材とする二側縁加工品である。

118はホルンフェルス製で、風化による劣化が激しく両端は失われているが、石刃状剥片を素材とす

る二側縁加工であったと見られる。

切出形石器 (119)

黒曜石(審科冷山群)製。素材打面部は正面右側縁からの剥離が左側縁まで及ぶことにより消滅して

いる。

削器(120)

黒曜石(和田鷹山群)製の縦長剥片の右側縁に二次加工を施したもの。打面を残し、末端は蝶番状となっ

ている。本遺跡の旧石器時代資料中では最大の黒曜石資料である。

石核 (121)

黒曜石 (蓉科冷山群)製で折断剥片を素材とする。

-79-
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エリア I

( 1 )遺物の分布(第76図)

]-28グリッドを中心に石器2点、 礁 27点が出土した。 際はほぼ1箇所にまとまって出土 しており、

これを 2号喋群とする。 出土層位は調査時の記録によると休場層下位にまとまっている。

2号喋群 (第 77図) 東西約 6mの範囲に分布する。 牒 27点中、赤化したも の l点、付着物のあるも の

10 

V 御l置 t圃喧石和国・山}
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( 2 )出土石器(第 78図)

122は黒曜石(和田鷹山群)製の削器である。左側縁の上半と右側縁の下半に扶入状の刃部を設けて

いる。 123は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の石刃状剥片である。調整打面で、頭部調整が顕著である。

くミb

ててご二=コ
122 (34069) 
黒曜石 (和田鷹山)

ど〉 123 (34029) 
黒曜石(探訪星ヶ台)

。
1: 1.25 5cm 

第78図 第N文化層エリア I出土石器

11 エリアJ

(1)遺物の分布(第 80・81図)

H . 1-27・28グリッドを中心とする範囲。石器265点、機 16点が分布し、それぞれ分布がまとまる範

囲を 7 号~9号石器集中、 3 ・ 4 号機群とした。

7号石器集中(第 38表) 3号操群と重複し、径約4mの範囲に分布する石器 12点から成る。調査時の

記録によると出土層位は休場層中位主体であり、 8号石器集中よりやや上位に来る傾向があるが、構

成石材等が共通するため同一文化層とした。

8号石器集中(第 39表) 4号機群と重複し、径約 9mの範囲に分布する石器223点から成る。出土層

位は休場層中位から下位を中心とする。
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9号石器集中(第 40表) 径約 6mの範囲に分布する石器21点から成る。出土層位は休場層中位を中心

とする。

3号磯群(第 79図) 径約 2mの範囲に分布する磯8点から成る。長径約 20cmの礁の周囲に小形喋が

散在するもので、被熱痕跡のある礁はない。出土層位は休場層中位である。

4号操群(第 79図) 磯 5点から成る。いずれも長径 10cm前後の礁で、被熱痕跡は見られない。分布

は径約 5mの範囲にやや分散しており、出土層位は休場層中位・下位である。

( 2 )出土石器(第82~86 図)

ナイフ形石器 (124~ 132) 

124は黒曜石(琴科冷山群)製で、右側縁裏面の平坦調整で素材を薄くした後、右側縁表面へ背部加

工を入れている。125は黒曜石(箱根畑宿群)製幅広剥片を横位に用い、打面側は残して素材末端側に

背部加工を施している。 126は黒曜石(審科冷山群)製で、左側縁を背部と しており、右側縁の刃部に

は微細剥離痕が連続している。127は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製、二側縁加工で刃部には損傷と見られ

る扶入状の剥離が入っている。 128は黒曜石(分析不可だが恐らく畑宿産)製、二側縁加工で基部に素

材打面を残している。 129はホルンフェルス製で、風化のため劣化し上下部を欠いているが、右側縁に

鋸歯状厚形調整加工が施されている。 130~ 132はナイフ形石器の破片と考えられる 資料である。132

は比較的厚形で鋸歯状厚形調整加工が施されたものと見られる。

切出形石器(133~ 135) 

133は黒曜石(琴科冷山群)製で、す詰まりの剥片の打面を基部とし、左側縁にー側縁加工し、右側

縁には素材剥離面を残したものである。 134は黒曜石(箱根畑宿群)製で、素材剥片を横位に用い、左

側縁に二次加工、右側縁に素材打面を残している。135はガラス質黒色安山岩製で素材剥片を斜位に用い、

両側縁に二次加工を施している。

掻器 (136・137)

136は黒曜石(箱根畑宿群)製で厚手剥片の末端から左側縁に二次加工が施されている。137は黒曜石(箱

根畑宿群)製で、両側縁に弧状の刃部加工がなされている。

削器 (138・139)

138は黒曜石(箱根畑宿群)製で縦長剥片の右側縁に二次加工が施されている。139はガラス質黒色

安山岩製で、両側縁に扶入状の加工が入っている。

模形石器(140)

黒曜石(神津島恩馳島群)製で上下端に潰れがある。神津島恩馳島群の黒曜石はこの l点のみだが、

同産地の黒曜石は上層に多く分布していたことから、混在の可能性も否定できない。

二次加工剥片 (141・142)

いずれも黒曜石(箱根畑宿群)製。 141は縦長剥片の末端に二次加工がある。 142は小片だが片側縁

に二次加工が連続しているようであり、ナイフ形石器の可能性がある。

剥片・石核・接合資料 (143~ 148) 

黒曜石は箱根畑宿群が主体で、寸詰まりの形態の剥片 (143)が多い。

ガラス質黒色安山岩の資料は図示した 2点 (144、145)で全てである。比較的厚手で、機面が見られる。

145 (接合資料47)は削器(139)の両側縁に刃部加工時の剥片が接合したものである。

ホルンフェルスは剥片 6点、石核 I点が出土した (146、147)0147は亜門機素材の石核で、両設打面

から幅広の剥片が剥離されている。

デイサイトは 2点出土した。 148は亜円喋素材の石核で、打面転移で裏面以外が剥離面となっている。
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第82図 第W文化層エリアJ出土石器(1 ) 
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4重弘 136 (34051) 

累積石(箱綬畑宿)

亡こご

ζ〉 139 (接合 47・34101)

ガラス質黒色安山岩

Cft 

く議込

く二三〉
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黒曜石(箱根畑宿)

とこ〉
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黒曜石(箱綬畑宿)

138 (33966) 

黒曜石(箱根畑宿)

唱。星雲
ζ三三フ 140 (34047) 

黒曜石(神津島恩馳島)

て;1'¥y 
142 (33988) 

黒曜石(箱根畑宿)

。
1: 1.25 5cm 

第83圏 第N文化層エリア J出土石器 (2) 
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ど〉 第84図 第N文化層エリアJ出土右器(3 ) 

-91-



E
O回

(
寸
)
韓
同
村
司
「
J
h
D
H哩
記
判
旨
搬

ば
円
え
H
hい
入
」

2
h

(
刊
∞
円
F

守
)

h
守
↑

図
的
∞
棋

つ山口可u

、
、、、、、、、、、、

y、、、、、
A 
K 、、 J

、、ご、
、一、



E 
o 

""' 

(ω)
時
旧
什
召
づ

hn
「

-H
哩
記
拭
旨
紙

ム
ヤ
令
」
、
ト

(
∞
円
h
守
的
)
∞
守
戸

図
宮
城

円
、

u
n同
d



第41表第N文化層

ヱリア外石材別器種組成
i 黒曜石

孟~和
;函田|箱
B T 土 i根

1 ~与屋 ; 畑
iZ? 橋 :宿
i川西 ;

ナ万抗告寸 i 1 1 2 

切出形右器 !一十 τ 1; i r -1 
一 一 一 一一一一

微細動l重量痕華11片! 川 I ! 1 
十 I 寸 : 寸 一一→一一一→一

剥片 1 1 1 3 

1合計 1 1 2 1 1 1 7 

細

粒

砂

岩

硬

貨

細

粒

凝

灰

岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

その他の資料(第 87図)

上記のエリア A~J の範囲外の休場層直下黒色帯~休場

層中位から出土した石器6点、 1諜1点を第N文化層に含め

た。また、漸移層から出土した石器のうち形態などから第

12 

合

計

町文化層に関連付けられる石器 l点もここに含めた。

149はホルンフェルス製のナイフ形石器で、風化による

損傷が激しいが石刃状剥片の片側縁に二次加工が見られる。

150は黒曜石(箱根畑宿群)製の二側縁加工ナイフ形石器で、

分厚い背部は対向調整が施されている。 151は黒曜石(箱

根畑宿群)製の切出形石器で、漸移層出土だがエリア Jに

類品がある(第 82図 134)ためここに含めた。 152は黒曜

石(和田小深沢群)製の微細剥離痕のある剥片である。 153

は黒曜石(和田土屋橋西群)製の剥片である。

仁三〉

150 (23) 
黒曙石(箱椴畑宿)どっ

4と〉

149 (40175) 
ホルンフェルス

一号-~~151 (33704) 
黒曜石(箱根畑宿)

ζ二〉
152 (41337) 
黒曜石(和田小深沢)

ζ 二二〉

ム 5cm 1: 1.25 
。153 (18) 

黒曜石(和国土屋橋西)

第N文化層エリア外出土石器
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第6節 第V文化層

1 概要

休場暗中位から上位を中心に出土した石器639点、離80点から成る (第88図、第42表)。資料がまとま っ

て分布する地点は 11 筒所あり、 エリア A ~K とした。石器集中 12 箇所、際群 5 箇所を認定してお り 、

エリアごとの資料と遺物集中の構成は第 43表の通りである。
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第88図 第V文化層遺物分布図
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第43表 第V文化層のエリアと遺物集中

エJアi石器J様群 ls; i 径 御l 若 様 jlj!剥|砕[石(g礁

| |器 ilz器(器iz!器ii!?!片l片|核長

Hlt十

J111今生二
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2 エリアA

(1)遺物の分布(第 90・91図)

AH-5グリッドを中心とする範囲。石器38点、1喋5点が出土した。このうちまとまって分布する部分

をそれぞれ l号石器集中、 1号喋群とした。出土層位は休場層上位が中心であるが、漸移層や富士黒土

層など上層に拡散する傾向が見られる。

1号石器集中 石器 32点から成る。出土層位は休場層上位を中心とし、その上下の層にも及ぶ。

1号機群(第89図) 磯5点から成る。l号石器集中の分布範囲の南側で径約1mの範囲にまとまっており 、

出土層位は休場層上位である。この喋群の礁には被熱痕跡は認められない。

第44表 第V文化層エリアA石材別器種組成

合計 19 3 31 2， 1 51 2 21 1 38 

( 2 )出土石器(第 92~ 94図)

尖頭器 (154~ 158) 

十主主ら

。οο
。

第89図第V文化層(エリアA) 1号機群

154・155はガラス質黒色安山岩製である。154は縦長剥片を素材とし、右側縁表面、左側縁裏面の加

工によって縁辺が作られている。 155は風化が進んでいるが両面加工と見られる。156は黒曜石(諏訪星ヶ

台群)製で、精綾な両面加工で整形されている。 157・158はホルンフェルス製で、やはり風化が進んで

いるが両面加工と見られる。 158は細身の形態で、本文化層に帰属するのではなく縄文草創期に属する

有茎尖頭器である可能性も考え られる。

ナイフ形石器 (159~ 161) 

159・160は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製で、159は左側縁基部がやや内湾する二側縁加工、 160はー側

縁加工である。 161は黒曜石(天城柏峠群)製、二側縁加工で基部に打面を残置する。

剥片・石核・接合資料(162~ 166) 

162は黒曜石(蓉科冷山群)製の石核である。

163 ~ 165は黒曜石(諏訪星ヶ台群)の接合資料である。 163(接合資料49)・164(接合資料 50)は

板状礁からの剥片剥離を示す接合資料で、打面形成後縦割りに剥離した工程が認められる。 163では

163 bが内反剥離を起こし、石核の下端が大きく剥離されている(写真図版20-163は163b接合前の状態)。

165 (接合資料 51)は同様の板状礁の角から剥離されたものの可能性がある。

166は玄武岩製の剥片である。風化が進んでいるものの背面は先行剥離で覆われている。しかしこの

石材は第V文化層には 1点しか見られない。

以上のほか、ホルンフェルス、珪質頁岩の剥片が少数ずつある。
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第92図 第V文化層エリアA出土石器(1 ) 
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黒瞳石(諏訪星ヶ台)
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。
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玄武岩

5cm 1: 1. 25 
。

第V文化層エリアA出土石器 (3) 第94図

第V文化層エリアB石材別器種組成
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第45表エリア B

(1)遺物の分布(第 95・97図)

AB-8・9グリッド周辺の範囲。石器 18点、機 11点

このうち AA-9グリッドにまとまって分

3 

が出土した。

布する礁を 2号喋群とした。休場層上位を中心として

漸移層からも出土しており、一部は暗褐色土層に含ま

れる。

2号磯群(第 96図) 磯 4点が径約 1mの範囲にまと

まる。出土層位は休場層上位である。この様群の礁

には被熱痕跡は認められない。
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第97図 第V文化層エリアB石材別分布図

( 2 )出土石器(第 98~ 100図)

尖頭器 (167・168)

167は黒曜石(箱根畑宿群)製、片面加工で甲高の形態、168は黒曜石 (諏訪星ヶ台群)製、周縁加工で、

いずれも尖頭部を折損したものと見られる。

ナイフ形石器 (169)・切出形石器 (170)

169は黒曜石(箱根黒岩橋群)製、二側縁加工品の基部破片と見られる。 170は黒曜石(和田鷹山群)製で、

素材を横位に用い、左側縁を素材打面、右側縁を素材末端の自然面と し、 表面に平坦加工がある他は先

端部にわずかに調整を加えている。

磯器(172)

輝石安山岩製で、やや平坦な形状の亜円礁の一辺に片刃の刃部を設けている。

剥片類・石核・接合資料 (171・173・174)

黒曜石製の資料には箱根畑宿群の剥片 6点、諏訪星ヶ台群の剥片 1点がある。いずれも少数だが黒曜

石(箱根畑宿群)製には喋面のあるものが認められる(171)。

ホルンフェルス製の資料には剥片5点、石核1点がある。173の石核は打面転移により図中の表面、上面、

下面が主たる作業面となっている。 174(接合資料53) は剥片 2点が接合しており、亜円礁からの初期

段階の工程を示すものである。

1:200 5m 

-104 



勝習すij
交ミ安

167 (41310) 
黒E置石(箱根畑宿)

ζ〉

局留す~ j -0-~ (tO 
可

169 (40986) 

黒曜石(箱根黒岩橋) C二三
170 (40683) 
黒E置石(和田鷹山)

ζ三
。

168 (40664) 
黒E置石(諏訪星ヶ台)

171 (41058) 
黒BI石(箱根畑宿)

1: 1.25 5cm 

¥、一、
、ミミ

~ー~『ー、ーー

第98図 第V文化層エ リアB出土石器 (1)

F
h
d
 

n
H
U
 

--ム

172 (41365) 
輝石安山岩

。 5cm 1: 2 



173 (41350) 

ホルンフエルス

174 
縫合 53

ホルンフエルス

。
1: 1. 25 5cm 

第99図 第V文化層エリアB出土石器(2 ) 

-106-



「一一一一一一一一一一一一一一つ

174a (41386+41387) 

ホルンフエルス

174b (41385) 
ホルンフエルス

。
1: 1. 25 5cm 

第100図 第V文化層エリアB出土石器(3 ) 

可

i
n
H
V
 

T

，ム



4 エリアC

( 1 )遺物の分布(第 102図)

AB-12グリッドを中心とする範囲。石器9点がやや

分散して出土した。出土層位は休場層上位から漸移層

である。
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( 2 )出土石器(第 101図)

ナイフ形石器 (175)

流紋岩製、二側縁加工で、基部は欠損している。

二次加工剥片(176)・微細剥離痕剥片(177)

176は端部の破片で、左側縁に二次加工が見られる。 177は黒曜石 (推定不可だが外観は信州、|系に類

似する)製で、両側縁に微細剥離痕が認められる。

剥片 (178・179)・石核(180)

5点出土したが、石材、石質等はばらばらである。178以外の 4点は漸移層出土で、縄文時代の資料

が混在している可能性もある。 178が黒曜石(諏訪星ヶ台群)製、 180が黒曜石(箱根畑宿群)製。179

は石材を白滝頁岩に分類しているが、小片であり、第W文化層の 102、106ほど特徴的なものではない

ため、異なる産地の頁岩の可能性もある。

5 工リアD

( 1 )遺物の分布(第 104・105図)

Y-10、Z-9・10グリッ ド周辺の範囲。石器50点、

磯 31点が出土した。磯は大半が2箇所にまとま っ

ており、それぞれ3号 '4号操群とした。石器は礁

に比べると分散しているが、大きく 2群に分け、2号-

3号石器集中としてとら えた。出土層位は休場層上

位から漸移層を中心に上下の層にも及ぶが、機は大

半が休場層上位出土である。

2号石器集中 石器31点から成る。径約 14mの範

第47表 第V文化層エリアD石材別器種組成
黒曜石 山ホ

ル 珪 J

三賀そ合

三里 b 計

ス

(←ト-1:- 十:

i 斗斗寸

合計 11 11 8 2 2， 33 ， 1 i 50 

囲に分布する石器をまとめたが、分布の中心は 第48表 第V文化層2号石器集中石材別器種組成

Z-10グリッド内の径約 4mの範囲にある。この分

布の中心部に隣接して 3号機群が分布する。出土

層位は主に休場層中位から漸移層で、ある。

3号石器集中 石器 19点から成る。長径約 20mの

範囲に分布する石器をまとめたが、分布の中心は

Z-9グリッド内の径約 2mの範囲にある。分布の

周縁部に 4号機群が分布する。出土層位は主に休

場層中位からi斬移層である。
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3号磯群(第 103図) 磯 8点が径約 4mの範囲に |第49表 第!V文化層3号石器集中石材月IJ器種組成

まとまる。出土層位は休場層中・上位である。こ

の磯群の礁には被熱痕跡は認められない。

4号機群(第 103図) 瞬、 18点が径約 4mの範囲に

まとまる。出土層位は休場層上位である。被熱痕

跡のある礁が2点含まれる。
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第106図 第V文化層エリアD出土石器(1 ) 
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( 2 )出土石器(第 106~ 108図)

尖頭器 (181)

黒曜石(和田鷹山群)製。片面加工で断面はやや甲高の三角形を呈する。

ナイフ形石器 (182~ 187) 

182・185はホルンフェルス製で、後者は特に風化が激しいが、いずれも二側縁加工と見られる。

183・186は黒曜石(箱根畑宿群)製で、 183は素材末端側を円基状に整形し、 186は素材打面倒を尖基

としている。184は黒曜石(天城柏峠群)製で、大きく欠損しているが、ナイフ形石器の破片と考えら

れる資料である。 187は黒曜石(諏訪星ヶ台群)の石刃状剥片製、二側縁加工で、 素材打面側を欠損し

ている。

切出形石器 (188)

黒曜石(箱根畑宿群)製で素材を横位に用い、素材打面側と末端側との 2辺に二次加工している。刃

部には微細剥離痕が顕著に見られる。

二次加工剥片 (189)

ホルンフェルス製で右側縁に扶入状の加工が見られる。

剥片類 (190~ 194) 

石材はホルンフェルスが主体で黒曜石、玉髄、珪質頁岩が少量伴う。

ホルンフェルスの資料は自然面或いは単剥離打面の幅広のものが主体で、喋面のある資料も多い (190

~ 193)。

194は玉髄製の剥片である。同一個体と見られる資料が 1点出土している。

6 エリアE

(1)遺物の分布(第 109図)

2-13・14グリッドを中心とする範囲。石器 30点、磯 3

点が出土した。石器はまとまった分布を示し、 4号石器集

中としてとらえた。

4号石器集中 石器30点が長径約 15mの範囲に分布する。

出土層位は主に休場層中位から漸移層である。

( 2 )出土石器(第 110図)

尖頭器 (195)

黒曜石(諏訪星ヶ台群)製、両面加工で、最終段階の整

形は表面周縁の加工によっている。

ナイフ形石器 (196~ 198)・切出形石器(199)

全て黒曜石(箱根畑宿群)製。 196は素材を斜位に用い

た二側縁加工、 197は基部側破片と見られ、右側縁に対向調整が入っている。 198は基部破片で両側縁

が二次加工されている。 199は素材を横位に用い、左側縁に素材打面、右側縁に背部加工を配している。

揺器 (200)

黒曜石(箱根畑宿群)製。剥片の両側縁に二次加工が施されている。下半部を折損しており、掻器に

第50表第V文化層
エリア E石材別器種組成

黒曙石 ホ

151天 72合

iEl根 l械 ij長
ケ l 畑|柏桓

!告宿 j峠相ル
l面一 ス

尖頭器 一一7下一「-7-ーっ一一[
一一

ナイフ形石器 i 3 i 3 

切出lIHifi一一ι 1 ー 1

鐙器 1I i 1 

二次加工剥片 1i i 1 i 2 

F己主目
合計 1 10 5 2 12 30 

分類したが、他器種の可能性もある。

二次加工剥片 (201・202)

201は黒曜石(箱根畑宿群)製で右側縁下部に急斜度の二次加工が見られる。 202はホルンフェルス

製で風化のため明瞭でないが左側縁に二次加工が認められる。
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剥片類・石核 (203~ 206) 

ホルンフェルス、黒曜石(天城柏峠群、箱根畑宿群)の資料があるが、総じて小形である。その中で

も比較的大形のものを図示した。 203・204はホルンフェルス製の剥片である。 205は黒曜石(天城柏峠群)

製で、打癌部が大きく張り出した厚手の剥片である。 206は黒曜石(箱根畑宿群)製で、やや厚手の剥

片を素材とする石核と考えられる。

エリア F

(1)遺物の分布(第 111・112図)

W. X-11、X-13グリッド周辺の範囲。石器49点が出土した。比較的分布がまとまる範囲を 5号・6号・

7号石器集中としてとらえた。出土層位は休場層上位から漸移層を中心に上下の層にも及ぶ。

5号石器集中(第 52表) X-11グリッドで長径約 9mの範囲に分布する石器 12点から成る。出土層位

は漸移層が中心で・ある。

6号石器集中(第 53表) X-13グリッドを中心とする径約 12mの範囲に分布する石器 18点から成る。

出土層位は主に休場層上位から漸移層であるが、一部休場層直下黒色帯、休場層中・下位からも出土

7 

している。

7号石器集中(第 54表) W-11グリッドを中心とする径約 6mの範囲に分布する石器9点から成る。出

土層位は主に休場層上位から漸移層で、ある。

第V文化層エリア F石材別器種組成
黒曜石 ホ 碧

Jレ 玉

理喜 箱 推 ‘ J ( 

~企コ~ I 
科 根 定

未 フ 赤
分 エ E十

、f6n• 畑 不 玉

山 宿 可
祈 lレ 石

ス

ナイフ形石器 3 2 5 12 

鐙器

二次加工事l片 2 2 

~I片 14 5 29 

砕片 2 

石核 2 3 

合計 3 2 2 10 8 49 

第51表

第54表第V文化層
7号石器集中石材別器種組成
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第52表第V文化層
5号石器集中石材別器種組成
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石核 1 1 2 
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Cミ〉 207 (38469) 

黒曜石(撃科;令山)

ζ二コ 208 (38439) 

黒噂石(諏勤皇ヶ台)

ζ二フ 209 (38547) 

黒曜石(箱根畑宿)

~-~-Q~ 
210 (40151) ζ三三ミ

211 (40130) 

黒SI石(箱根畑宿)

〈こコ

ζここコ

くこミ

黒曜石(箱根畑宿)

212 (38539) くとミ
213 (38639) 

黒唱石(諏訪星ケ台)
黒曜石(箱根畑宿〉

215 (38363) 

県瞳石(~科冷山)

218 (39253) 

累積石 (箱根畑宿)

ど払

くこごコ

216 (34788) 

碧玉(赤玉石)

く二三
1: 1.25 5cm 

第113図 第V文化層エリア F出土石器(1 ) 
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第115図 第V文化層エリア F出土右器(3 ) 
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225a (38432) 

225b (34790) 

( 2 )出土石器(第 113~ 115図)

ナイフ形石器 (207~ 218) 

207 ~ 211 は素材を横位に用いたものである。 207は黒曜石(馨科冷山群)製で蝶番状末端となった

折断剥片を利用し、先端側を部分的に加工している。 208は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製で二側縁加工、

209 ~ 211は黒曜石(箱根畑宿群)製で二側縁加工であり、 210は基部側に打面を残置している。

212 ~ 217は素材を縦位に用いたこ側縁加工のものである。 212は黒曜石(箱根畑宿群)製で素材の幅

を背部加工によって大きく削っている。 213・214は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製で、 213の先端側は平坦

加工によっている。 216は碧玉(赤玉石)製で、基部に打面を残置している。 217は基部破片と考えられ、

石材は信州系黒曜石と見られる。 218は黒曜石(箱根畑宿群)製で素材を縦位に用いた基部加工のもの

である。

掻器 (219)

黒曜石 (箱根畑宿群)製。素材剥片の打面側を急斜度調整で弧状に加工している。

二次加工剥片 (220)

黒曜石(箱根畑宿群)製で左側縁に二次加工が見られる。
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剥片類・石核・接合資料 (221~ 226) 

黒曜石 (箱根畑宿群)、ホルンフェルス、碧玉(赤玉石)の資料がある。

221 (接合資料 60)は黒曜石(箱恨畑宿群)製の縦長剥片が折断されたものである。

224 ~ 226は碧玉(赤玉石)製石器である。この石材は第V文化層ではこの範囲のみで出土した。小

形の石核と剥片類があり、うち l点はナイフ形石器 (216) となっている。

8 エリアG

( 1 )造物の分布(第 116・118図)

U'V-9グリ ッドを中心とする範囲。石器237点、陳7点が出土した。石器はV-9グリッド南東部に密集し、

周辺部にやや拡散する分布を示すが、基本的には同一の石材の分布が広がっているため、全体を一括し

て8号石器集中として とらえた。また牒は比較的ま とまって分布する5点を 5号牒群としてとらえた。
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8号石器集中 U. V-9グリッドを中心とする

径約 24mの範囲に分布する石器237点か

ら成る。 資料の大半は中心の径 9mの範囲

に密集する。出土層位は休場層中位から漸

移層が中心であるが上下の層にも及び、休

場層下位、休場層直下黒色帯、暗褐色土層

からも出土している。

5号礁群(第 117図) 8号石器集中の分布密

集域に隣接して径約 2mの範囲に磯 5点が

まとまる。礁に被熱痕跡は認められない。

第55表 第V文化層エリアG石材別器種組成
i 黒E置石 l 木 : 

一) トー↓ '1 __! 
事l片，_____-'____，__43____:~， _5 1 56 ~ 1 L_106 
砕片 η 19 91【 117 

1 一一一十一 寸 一一十一 一一ト 一一「 →

石核 川 1 
一一 ~ー 十 一_1..__._._._1_ ー- j' --_一一一一ト一一→一一一

合計 1 2 55 1 5 20 152 l' 237 
( 2 )出土石器(第 119・120図)

尖頭器 (227)

黒曜石(和田鷹山群)製。両面加工で、裏面最下部中央の平坦な剥離面が素材面とすると、素材を横

位に用いたものである。

ナイフ形石器 (228~ 231) 

228は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製で石刃状剥片を素材とするこ側縁加工、229は黒曜石(天城柏峠群)製、

小形の割に甲高の素材で背部加工は対向調整によっている。背部には基部から縦溝状の剥離が数条入っ

ている。 230はホルンフェルス製で、風化が激しいがー側縁加工と見られる。231はホルンフェルス製、

石刃状剥片を素材とし、基部に打面を残して両側縁が二次加工されている。

切出形石器 (232~ 234) 

232は黒曜石(和田鷹山群)製、折断面を両側縁に置き、右側縁基部側が二次加工されている。 233・

234は黒曜石(箱根畑宿群)製で素材を斜位或いは横位に用いたもので、素材末端側が背部加工となっ

ている。

掻器 (235・236)

いずれも黒曜石 (箱根畑宿群)製。 235は厚手の剥片の末端から右側縁にかけて二次加工されている。

236は急斜度加工が施されているため掻器に分類したが、小片のため詳細は不明で‘ある。

模形石器 (237)

黒曜石(箱根畑宿群)製。左側縁に対向調整が施されており、ナイフ形石器等からの転用の可能性が

ある。

二次加工剥片 (238)

ホルンフェルス製でやや風化しているが、打面を残しー側縁に急斜度加工が施されている。ナイフ形

石器等に分類される可能性もある。

剥片類・石核・接合資料 (239~ 242) 

石材は黒曜石(箱根畑宿群)とホルンフェルスとが主体である。

黒曜石(箱根畑宿群)は小形・不定形のもので占められる。 239(接合資料64)は剥片2点から成る

接合資料で、両極剥離により破砕されたものの可能性がある。

ホルンフェルスも小形のものが主体だが、一部縦長剥片が含まれる (240・241)。但し背面の剥離痕

構成から見て、連続的な縦長・石刃状剥片製作は認められない。石核 (242)は打面転移を繰り返した

ブロック状;のものが l点ある。

この他に珪質頁岩製の剥片 l点が出土じているが、小片のため図示していない。
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9 エリ アH

( 1 )遺物の分布(第 121図)

S-12グリッドを中心とする範問。石器 33点、 際 l点

が出土した。石鮮は 1箇所にまとまった分布を示し、こ

れを 9号石鼎集中と してとらえた。

9号石器集中 径約 16mの範聞に分布する石器33点か

ら成る。 出土層位は休場層中位から漸移層であるが l

点暗褐色土層からも出土している。

( 2 )出土石器 (第 123・124図)

ナイフ形石器 (243~ 245) 

243・244は黒曜石(蓉科冷山群)製、245は黒限石(諏訪星 ヶ台群)製。 243は二側縁加工、 244は

右側縁は急斜度調整、左側縁は折|析耐となっている。 245は先端部のみ尖頭状に加工されている。

剥片類 ・石核 ・接合資料 (246~ 248) 

第56表 第V文化層エ リアH石材別器種組成
呆t重石 ホ

lレ
珪諏

事F 箱
，、ノ

質 4E泊3、
訪

科 根
未 フ

頁 言十星 分 エ
ケ

;令 畑
析 岩

山 宿 )(， 
AEA ヨ ス

ナイフ形石器 3 

事l片 2 4 10 5 22 

待片 5 6 

石核 2 

合計 3 11 7 33 

利用石材はホルンフェルス、 審科冷山群 ・諏訪星ヶ台群 ・箱根畑宿群の黒I肥石、 珪質頁岩である。

ホルンフェルス製の資料には 246のような厚手の剥片が3点含まれる。 1点ある石核 (247)は消費が

進んでいないブロック状石核だが、 同一母岩と見られる資料はない。

民l曜石は箱根畑宿群が最も多しミ。このうち 248(接合資料 65)は石核に厚手の剥片 3点が接合したも

のである。

10 エリア|

(1)遺物の分布(第 122図)

R-18グリッドの一角の範囲。石器 13点、疎3点が出土した。 遺物は

1箇所にまとまった分布を示し、 このうち石器を 10号石器集中として

とら えた。 礁のうち l点は重量 2kg超の大形喋で、ある。

10号石器集中 径約 3mの範囲に分布する石器 13点から成る。出土層

位は休場層上位を中心とし、一部漸移層、富士黒土層からも出土して

第57表第V文化層
エリ アI石材器種組成

黒曜石

|箱 推合
根定計
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合計
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11 2 13 いる。
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同一杓
=こここユ

243 (39140) 
黒曜石(c!科冷山)

C二コ 244 (39087) 
黒曜石(重要科冷山)

て吾

ζ) 246 (39255) ホルンフエルス

密rO
245 (38976) 

〈 ζ二ユ 黒曜石(諏訪星ケ台)

。
1: 1，25 5cm 

247 (41392) 
ホルンフ工ルス 。

1 :2 

第123圏 第V文化層エリアH出土石器(1 ) 
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( 2 )出土石器(第 125図)

切出形石器 (249)

黒曜石(箱根畑宿群)製。素材を横位に用い、

を折断面とし、左側縁基部を二次加工している。

剥片

原産地分析で推定不可であった資料も含めて、全て黒

曜石(箱根畑宿群)と見られるが、同一母岩ではなく少

右側縁脚 、金桜丸1rJRJ In/ Lf 
¥'4' ~ ()l ~ 断層，/jr 249 (490) 
- 一 ー 一 黒曜石(箱根畑宿)

ぷ乏コ

。
1: 1. 25 5cm 

なくとも 2母岩(半透明のものと不透明のもの)が存在 第125図 第V文化層エリア I出土石器

するようである。

11 エリア J

(1)遺物の分布(第 126図)

N-18グリッドを中心とする範囲。石器6点が出土した。

第58表第V文化層

エリアJ石材別器種組成

lf曜石J
1;; ~合
量空 i計
ケ叩 i

山
台

尖頭器

ナイフ形石器 4 4 

切出形石器
ーー『ーー 』ーーー一一一

合計 5， 6 
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合 ¥
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( 2 )出土石器(第 127図)

尖頭器 (250)

黒曜石(諏訪星ヶ台群)製。両面加工で両端を欠損している。調査時の取り上げ層位は第 Iスコリア

層と記録されているが、出土地点は大規模な撹乱を受けていた範囲に隣接しており、原位置を留めてい

なかった可能性がある。

ナイフ形石器 (251~ 254)・切出形石器 (255)

全て黒曜石(蓉科冷山群)製。 25卜 254は打面を残置したこ側縁加工のもの。 252は一側縁加工の基

部破片と見られる。 253は素材を斜位に用いた二側縁加工で素材末端側に背部加工、打面部に基部加工

が施されている。 255は左側縁を素材末端の平坦面として基部のみ二次加工し、打面側は一辺を二次加

工している。

ぞ之主ア

乙こコ
253 (37643) 
累積石(事科;令山)

黒曜石 (諏紡星ヶ台)

守~¥ヲ
252 (37636) 
黒曜石(11!科;令山)

j駅西
ι二ニユ

255 (37844) 
黒曜石 (~科冷山)

。
1: 1. 25 5cm 

第127図 第V文化層エリアJ出土石器

ζ二コ

c> 

、/
251 (37592) 
黒曜石 (11'科;令山)

254 (37725) 
黒岡E石 (.科;令山)

12 エリアK

(1)造物の分布(第 128・129図)

K ~ M-22~ 24グリッドを含む範囲。石器106点、喋 13点が出土した。石器は大きく 2箇所にまとまっ

た分布を示し、 それぞれ 11号・ 12号石器集中としてとらえた。

11号石器集中(第60表) M-22グリッドを中心とする径約 5mの範囲に分布する石器23点から成る。

出土層位は休場層上位であるが、 2点i斬移層からも出土している。

12号石器集中(第61表) K-23グリッドを中心とする径約 24mの範囲に分布する石器82点から成る。

出土層位は休場層上位が中心であるが、上下の休場層直下黒色帯から暗褐色土層にまで及んでいる。
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第61表

2 

ナイフ形石器 1 

切出形石器 2 
ーーーー 一一一←

削器 1 

二次加工事l片 2 

剥片 18 3 65 

砕片 2 4 

石核 3 
--ーー ーー+ ー一
合計 21 4 2 76 

(2)出土石器(第 130~ 135図)

ナイフ形石器 (256~ 258) 

256は右側縁上半及び左側縁下半に二次加工し、左側縁上半を刃部とするナイフ形石器であったが、

刃部から先端にかけて再加工が行われたものと考えられる。黒曜石(箱根畑宿群)製。 257・258はホル

ンフェルス製で風化が進んで、いるが縦長剥片の少なくともー側縁を加工したものと見られる。

切出形石器 (259・260)

2点とも黒曜石(箱根畑宿群)製。 259は素材を横位に用いて素材打面を左側縁に置き、対辺を背部

加工で成形している。 260も素材を横位に用いているが、二次加工は基部のみで先端側は素材形状のま

まとなっている。

削器 (261)

黒曜石(産地分析では推定不可だが恐らく畑宿産)製。厚手剥片の右側縁末端側に急斜度加工で扶入

状の刃部を設けている。

二次加工剥片 (262・263)

262はホルンフェルス製で、厚手の縦長剥片の裏面先端から左側縁にかけて平坦加工が行われている。

263はガラス質黒色安山岩製で、縦長剥片の右側縁末端側に二次加工が認められる。

剥片類・石核・接合資料 (264~ 276) 

ホルンフェルス、黒曜石(箱根畑宿群)が主体を占める。後者は大半が 12号石器集中にまとまる。

黒曜石の資料は分析不可のものも含めて箱根畑宿群と見られる。いずれも小形で全て長さ 3cm以下(う

ち17点が2cm以下)である。石核や剥片剥離過程の分かる接合資料は見られないが、剥片類は 264' 

265のように単剥離打面で石核調整に乏しい。
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く二こ〉

尽ミア

五多コ

「ー¥

ど〉

〈コ 257 (32403) 
256 (29461) 

ホルンフェルス
黒曜石(箱椴畑宿)

258 (32475) 

ζニコ 259 (32445) 
ホルンフェルス

黒曜石(箱根畑宿)

亡ミ3

260 (29460) 
黒曜石(箱根畑宿)

~ 
261 (32402) 

と斗
262 
縫合 70(32393+32478) 
ホルンフェルス

黒暗石(推定不可)

。

第130図 第V文化層エリアK出土石器(1)
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ζ二〉
ガラス賀黒色安山岩

~ 

亡ご三コ

宍ミヲ
~ 

喝I~@
くこ〉

264 (169) 
黒曙石(箱根畑宿) どっ〉

266 (310) 

ホルンフェルス

く二ユ 267 (32413) 
ホルンフェルス

268 (32423) 
ホルンフエルス

。

第131図 第V文化層エリアK出土石器 (2)

1: 1.25 5cm 
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(議ミミ ~ 

~ 269 (32500) 
ホルンフェルス

ζ三 270 (32508) 
ホルンフzルス

271 
後合 66
ホルンフエルス

、三P

c> 
271 a (32506) 

。
1: 1. 25 5cm 

271b (32504+34847) 

第132図 第V文化層エ リアK出土石器(3 ) 
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受三交ヲ

亡二三

272 
接合67
ホルンフェルス

272b (32510) 

C三ヨシ

仁三

第133図 第V文化層エリアK出土石器 (4) 

-143-

272a (32497) 

。
1: 1. 25 5cm 



273 (32386) 

ホルンフェルス

274 

後合 69
ホルンフエルス

。
1: 1.25 5cm 

第134圏 第V文化層エリアK出土石器(5 ) 
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、〉

274a (32440) 

275 
接合 72
ホルンフエルス

ぷ欠二ヲ

275a (32401) 

活安-~ モヲ
てミ二三ごっ 276 (32466) 

珪質頁岩

第135図 第V文化層エ リアK出土石器(6 ) 
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275b (32438) 

。

274b (32422) 

1: 1. 25 5cm 



ホルンフェルスの資料は比較的大形のものが多く、縦長のもの (266・267)、幅広のもの (268・

269)、石刃状のもの (270) と形態も多様である。石核や接合資料からは、打面と作業面とを交互に入

れ替える工程 (271:接合資料66)と、打面を固定して同一方向に剥離する工程 (272:接合資料67、

273、274:接合資料69、275:接合資料72) との存在が窺え、縦長の剥片は後者の工程でしばしば生ず

るものと推測される。なお、 27ト 273~ 275は肌理が細かく風化度の弱い同ーの石質の資料である。

以上のほか珪質頁岩の剥片 2点が出土している (276)。

13 その他の資料(第 136~ 138図)

上記のエリア A~Kの範囲外から出

土した資料のうち、休場層中位~上位

から出土したもの、及びi斬移層以上か

ら出土したもののうち形態的に休場層

の資料と判断されるものをここに含め

た。したがって第V文化層の資料との

同時期性が不明確な資料も含まれてい

る。石器 50点、磯 6点があり、主な

石器を図示した。

尖頭器 (277~ 286) 

第62表 第V文化層エリア外石材別器種組成

277は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製の有樋(面取り)尖頭器である。ファシットは右先端部に入り、階

段状末端となっている。ファシットの形成後、さらにファシットの対辺や裏面に加工が施されている。

278はホルンフェルス製、 279はガラス質黒色安山岩製の両面加工品であるが、 278は風化が激しく剥離

の詳細は不明である。 280~ 283は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製、両面加工で、残された素材面から素材

剥片を横位に用いたものであることが分かる。 284~ 286は片面加工、或いは基部のみ裏面加工のある

ものである。 286の裏面基部側の剥離は折損時に由来する可能性が高い。 3点とも黒曜石製 (284:天城

柏峠群、 285:和田小深沢群、 286:和田鷹山群)。

ナイフ形石器 (287~ 310) 

287はホルンフェルス製、二側縁加工で右側縁基部がやや内湾するものである。 288・289もホルンフェ

ルス製でー側縁或いは二側縁加工と見られるが、風化が進行しており定かではない。

290 ~ 302は縦長剥片を素材とし打面側を基部とするものである。 290は基部両側縁を V字形に二次

加工したものである。 291~ 297は二側縁加工で片側縁基部が弱く内湾する特徴をもっ。 298~ 300は

背部加工ではなく尖頭部と基部とを中心にトリミングしたもので、 298、299は加工度合から見て周縁加

工の尖頭器に近い。 301・302にも基部を中心とした二次加工が見られるが、先端部を欠いている。 302

では基部加工が片側縁に限られている。

303 ~ 305は素材剥片を逆位に用い、素材打面側に尖頭部を設けたものである。

306は素材を横位に用いたこ側縁加工のものである。

307 ~ 310はナイフ形石器の折損品と考えられる資料である。

切出形石器 (311~ 313) 

311は素材を横位に用い二側縁を加工したもの。 312では二次加工が基部まで、巡っている。 313は311

と同様の素材、加工であるが先端部を欠くため本来の刃部形状は不明である。

二次加工剥片 (314)

玉髄製。石刃状剥片の右側縁に部分的に二次加工が認められる。
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278 (40498) 

ホルンフエルス

〈ご〉

ーい。

くこ〉

279 (39006) 
ガラス質黒色安山岩

く〉277 (40566) 
黒曜石(額訪星ヶ台)くつ

282 (40934) 
黒曜石(諏勧星ヶ台)

て三雲雪〉

281 (41290) 
黒曜石(諏訪星ヶ台)

どミゐ

くこ〉

く二〉
280 (21480) 
黒III石(諏訪星ヶ台)

感。議題

乞ここ斗

も

285 (23891) 
黒曜石(和田小深沢)

~ 

て3

284 (39039) 

黒曜石(天減柏峠)

ζこご〉

286 (41299) 
黒曜石(和田鷹山)

283 (39130) 
黒曜石(諏訪皇ヶ台)

ζ二三ミミ

~込

~ 

287 (41115) 
ホルンフェルスζ〉

第V文化層エリア外出土石器(1 ) 
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5cm 

第136図

。
1: 1. 25 



〈三三ユ 288 (39750) 
ホルンフエルス

じ〉

包1)

ζ二三

291 (23736) 
黒曙石(諏訪星ヶ台)

294 (40928) 

黒曜石(箱根畑宿)

~-~- ( 0 
4三二コ 297 (41127) 

;荒紋岩

食』
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289 (38129) 
ホルンフヱルス

ζコ292(40564) 
黒曜石 (!取訪星ヶ台)
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290 (29641) 
黒暗石(撃手4;令山)

295 (40048) 
黒自重石 (重要科;令山)

く二三 293(40051) 
黒曜石(~科冷山)
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黒曜石(!ij訪星ヶ台)
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301 (21022) 
黒曜石(和田鷹山)

296 (21637) 
黒曜石(~科;令山)

ゆ~~
とご込

299 (41098) 
黒曜石(和国土屋橋西)

J 

ζ二〉

。

302 (41324) 
黒曜石(箱楓畑宿)

1: 1.25 5cm 

第137圏 第V文化層エ リア外出土石器(2 ) 

一148-



〈

~ -'-I 争
ζ~ 303 (4ω44) どこコ

304 (40567) 

黒E置石 (重要科;令山)
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黒噂石(諏訪星ヶ台) 黒曜石(和田鷹山)

~ -~ ~つ?駒山
亡二三 306 (40468) 

黒111石(天城柏峠)

ζ二三〉

307 (41308) 

ぐご〉 308 (19485) 

黒曜石 (!IIi訪星ヶ台)

黒曜石(飯訪星ヶ台)
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d乏ヲ

309 (38928) 310 (23810-2) 

ζここコ 黒曜石(和田鷹山) くこコ 黒BI石(籍栂畑宿)

<27 

K 棋と

開閉
乙~ 313 (41300) 

ζごミ 312 (27482) 黒曙石(箱根畑宿)
ι三--三h 314 (38580) 

黒曜石(和田鷹山)
玉髄

。
1: 125 5cm 

第138図 第V文化層エリア外出土石器(3 ) 
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第 7節第VI文化層

1 概要と遺物の分布

漸移層を中心に出土した石器 87点から成句、細石刃石器群関連資料を主体とする(第 139・140図、

第63表)。 分布は散在的であるが、細石刃石器群では調査区でも北西側の l区、 2区で比較的分布密度

が高い。
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第139図 第羽文化層器種別分布図
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V-9グリッド周辺のものは第V文化層エリア Gの石器群と分布が重複するが、 細石刃や神津島産黒曜

石製の石器は明らかに上層に位置づけられるため分離した。また、 H-25グリッド周辺については、第百

章第2節で述べた通り縄文時代の資料群より下層にく る資料を分離したものであるが、特徴に乏しい剥

片類が主体のため縄文時代の資料が混在している可能性もある。
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第140図 第百文化層石材別分布図
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第63表

出土石器(第 141・142図)

細石刃核 (315-318) 

315は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製

で、背部に稜線を設け、角錐状を呈す

る。 316は黒曜石(諏訪星ヶ台群)製

で、背部は平坦加工で面的に調整され

2 

細石刃 (319-331) 

大半が黒曜石(神津島恩馳島群)製で、他に黒曜石(諏訪星ヶ台群)製や珪質頁岩製のものがある。

背面剥離痕から判断する限りでは単設打面のものが主である。 327・328・330のように二次加工のある

ている。 317は黒曜石(神津島恩馳島群)

製で、図中正面側と下面側との 2箇所

に作業面が設けられている。 318は黒

曜石(神津島思馳島群)製、おそらく

厚手の剥片素材で、小口面に作業面を

設けている。

37 
315 (41353) 

黒曜石(諏訪星ケ台)
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明

317 (40141) 

黒曜石(神津島層、馳島)

軍
島

守もグ

318 (31471-2) 

黒曜石(神津島恩馳島)

5cm 1: 1. 25 
。

第羽文化層出土石器(1 ) 
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黒曜石(神津島恩馳島)
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4 三三ー
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黒曜石(神津島恩馳島)
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一一 332 (32414) 

黒曜石(神津島恩馳島)4盃会

331 (39213) 

珪質頁岩..c::".._ 330 (41277) 

黒曜石 (推定不可)

4 こごとh

d 
手苓コヨそミ3

ミ二〉 334 (34208) 

黒曜石(神津島感動島)

333 (38409-1) 

黒曜石(神津島恩馳島)乙ご〉

5cm 1: 1 25 
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第四文化層出土石器 (2) 
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模形石器 (332)・二次加工剥片 (333)

332はP-18グリッド、 333はW-9グリッドから出土した。ともに黒曜石(神津島恩馳島群)製だが共

伴する石器はなく、細石刃石器群に伴うものかは不明で、ある。

剥片類 (334)

剥片類については形態や出土位置等から縄文時代の資料と厳密に分離することは困難であった。
、画、，
'-、ー・

では、休場層から出土した黒曜石(神津島恩馳島群)製の資料、 V-9グリッドで細石刃石器群とともに

出土した資料、H-26グリッド周辺で縄文時代の資料の下層から出土した資料を第VI文化層に含めている。

334はH-26グリッドで出土した剥片である。

第8節表採・一括等の遺物

形態からは旧石器時代の遺物と考えられるが、表採や後代の遺構・撹乱等の出土、或いは出土位置不

明など、原位置から大きく遊離した状態にあると考えられる資料を本節でまとめて提示する(第 143図)。

?験 ~ ~
335 (表採002)
黒噂石(推定不可)

D 338 (一指025)
黒曙石(箱根畑宿)

三シ

ζご〉 341 (表採001)
黒曜石(和田鷹山)

じ〉
336 (26353) 
累積石(諏訪星ヶ台) 337 (一倍 024)

ζ二〉 黒曜石(和田鷹山)

~-~-~ ~ 
339 (機乱002)
黒BI石(箱根畑宿)

w-~- ~ ロ
ミミ込

どごこコ 342 (表採017)
頁岩

第143図 表採・一括等の石器
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340 (機舌L001) 
黒曜石(和田鷹山)

ζ二二二〉

343 (15845) 

黒晦石(探訪皇ヶ台)

1・1.25 5cm 



尖頭器 (335)

3・6区付近表採。黒曜石 (分析不可であったがおそらく信州産)製の片面加工品の破片である。

ナイフ形石器 (336~ 343) 

336は縄文時代の住居跡 (SB14)調査中に出土した。幅広剥片素材を横位に用いたもので、第E或い

は第百文化層に近い時期の所産と考えられる。337は4区暗褐色土層出土で、本来は第rv.v文化層な

ど休場層のものと考えられる。 338は4-2区耕作土出土。厚い背部加工があり、 第W文化層に近い時期

の所産と考えられる。 339・340は4区の撹乱出土。第皿或いは第N文化層に近い時期の可能性が考えら

れる。 341は4区表採。休場層の時期と考えられる。 342は試掘坑TP2-11付近表採。 基部加工で第E文

化層に近い時期の可能性が考えられる。 343は6区暗褐色土層出土。この地区ではローム層の堆積が良

好でなく、下層に旧石器時代の資料が出土していないためここに含めた。休場層の時期と見られる。

第9節休場層の遺構

休場層中から土坑が3基検出された(第 144・145図)。検出面はいずれも休場層下位に相当し、 覆土

もローム質の土から成っている。調査時の所見では覆土に焼土粒や炭化物が含まれていたことが記録さ

れているが(第 64表)、土坑の用途等との関連は不明である。

1号土坑 AD-4グリッドで検出された。長径100cmの楕円形で、深さ70cmの上部で、開いた円筒形を成す。

2号土坑 AC-8グリッドで検出された。長径80cmの楕円形で深さ 20cmo他の 2基と形状が異なり浅

い皿状を成しており、異なる機能をもった遺構と考えられる。

3号土坑 2-9グリッドで検出された。径1l0cmの円形で、深さ 100cmの上部で聞いた円筒形を成す。
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等高線はYL上面(20cmごと) 第144図土坑位置図
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128. 200m 126.90白n 125.0伽

1号土坑 2号土坑

yg 

。 1・40 2m 3号土坑

第145図休場層の土坑

第64表休場層の土坑の土層

内容
休場層下位相当土。
赤色スコリアをごく少量含む。
赤色スコリアを含み、黒色土が混じる。
赤色スコリアを少量含み、炭化物をごく少量含む。
赤色スコリアを少量含み、他の層より硬化している

番号 色調 内容

褐色土(7.5YR4/6) 
休場層中位相当土。径 lmm大の炭化物を少量、径lmm大の焼土粒、径3~5mm大の黒色粒を
含む。しまりはなく、粘性がある。

2 日音褐色土(IOYR3/4) 径lmm大の焼土粒・炭化物を少量含む。ややしまりがあり、粘性がある。

3 極暗褐色土(7.5YR2/3) 
黒褐色土(休場届直下黒色帯相当)と黄褐色ローム との混土。径lmm大の焼土事立をごく少量含

む しまりはなく、粘性がある

3号土坑の土層
番号 色調 内容

褐色土(lOYR4/4)
休場層上・中位相当土。径lmmの焼土粒・炭化物を含む。綬色スコリアを含む。しまりはな

く、やや粘性がある。

2 褐色土(IOYR4/6)
径lmm大の焼土粒・炭化物を少量含み、権色スコリアが混じる。しまりはなく 、粘性があ

る。

3 階褐色土(7.5YR3/4) 
休場届直下黒色幣相当土とロームと の混土。径Imm大の炭化物を少量含む。 しまり、粘性は

ない。壁の崩落土の可能性がある

4 褐色土(7.5YR4外)
径Immの炭化物と径2mm大の援色スコリアを少量含む。休場層相当土の可能性がある。しま

りはなく、粘性がある。
5 褐色土(7.5YR4/3) 休場層直下黒色帯相当土とロームとの混土。

6 褐色土(7.5YR4/3) 
休場屠相当土の可能性がある。径lmm大の炭化物・焼士粒を含む。 しまり はなく、 粘性があ

る。

7 黒褐色土(lOYR2/3) |第I黒色帯相当土と黄褐色ローム との混土。しまりがなく崩れやすいが やや粘性がある。

なお、本報告では便宜上現地調査段階の遺構名称から変更を行っている。これらの遺構に発掘調査段

階で付与されていた記号・番号はそれぞれ以下の通りである。

l号土坑 :DOl 2号土坑:SF334 3号土坑:SF333 
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第VI章縄文時代草創期の遺物

第 I節資料の概要

縄文時代草創期に帰属すると考えられる資料として石器 32点が出土した(第 146・147図、第 65表)。

分布は散在的であり、調査区北西側の 1.2区にやや多い傾向がある。出土層位は漸移層から暗褐色土

層にわたっており、一部は撹乱や縄文時代中期の遺構から出土した。これらの石器群と関連する遺構や

土器は見つかっていない。

第2節出土石器

有茎尖頭器(第 148. 149図344~ 363) 

344 ~ 354は茎部両側縁が内湾形に整形され、逆刺が明瞭になる一群である。 344~ 350はガラス質

黒色安山岩製で、茎部と身部との長さの比が 1:2~ 3程度となる比較的大形のものである。 351~ 353 

はガラス質黒色安山岩の、茎部と身部との長さの比が 1:2以下の小形品で、逆刺が発達する、「花見山

型」と呼ばれる形態のものである。 354はホルンフェルス製で風化が進んでいるが同様の形態であった

と見られる。 355~ 363は逆刺が発達せず、細形で長い身部をもっ一群である。 355はホルンフェルス

製、先端と基部を欠き、風化も進んで、いるが、薄く細形の形態のためこの一群に含まれる可能性が高い。

356もホルンフェルス製で風化が進んでおり、本来はより長い茎部が付いていた可能性がある。同様に

ホルンフェルス製の 362・363も風化のため厳密な本来の形態は把握が困難で、ある。 357~ 359はガラス

質黒色安山岩製で、 358は特に茎部と身部との境界が不明瞭な形態を示す。 360は黒曜石(天城柏峠群)

製で、基部側の断片と考えられる。361は頁岩製で、茎部と身部との境界が不明瞭な形態を示す。

尖頭器(第 149・150図364~ 375) 

364・365は細身の形態の破片で、有茎尖頭器の可能性もある。 364はホルンフェルス製、 365は頁岩

製で両側縁が鋸歯状に仕上げられている。 366~ 368、375は基部側に最大幅をもっ細身の一群である。

366 ~ 368はガラス質黒色安山岩製でほぼ相似の形態である。 375は頁岩製で、基部の扶入部は破損に

よるものと見られる。 364~ 374はやや|幅広の一群である。 369・371はホルンフェルス製、 370はガラ

ス質黒色安山岩製で、 371は特に薄手に整形されている。 372~ 374は黒曜石(神津島恩馳島群)製で

あるが、 374は尖頭器類と異なり急斜度調整で整形されており 、他の器種に分類される可能性もある。

第65表縄文時代草創期石材別器種組成
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工 色

馳 lレ 安

島 ス 山
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合計 8 17 3 32 
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第刊章まとめ

第 1節旧石器時代

1 文化層の概要

旧石器時代の資料は主として第Eスコリア帯から漸移層にかけて出土している。本報告では出土層位

等からこれを 7つに区分した。代表的な石器を第 151・152図に示す。出土資料の内容を総括し、既調

査地点(第二東名関連調査地、大岡元長窪線関連調査地)出土資料との関係を述べ、また「愛鷹・箱根

山麓の旧石器時代編年J(静岡県考古学会 1995)の大別編年との対比から各時期の概略的な位置づけを

整理しておく。第 II~町文化層の位置づけについては次項にてさらに詳述することとする 。

(1)第Eスコ リア帯

黒曜石(天城柏峠群)製の小形の石核 l点が出土した。近隣で関連する可能性がある資料として今回

の調査地の北西に隣接する桜畑上遺跡(第二東名 No.l地点)第E文化層の石器群がある(財団法人静

岡県埋蔵文化財調査研究所 2009d)。黒曜石(天城柏峠群)製石器から成る小規模な石器集中 l箇所が出

土しており、分割した剥片を素材とする小形の石核も出土している。

(2 )第 I文化層

第E黒色帯~ニセロームにかけて出土した石器7点から成る。対向調整による厚形の背部加工をもっ

ナイフ形石器や石刃状剥片があり、散在的な分布で石器群の共時性は不明であるが愛鷹・箱根第2期後

半の特徴を示す資料である。

( 3 )第E文化層

主に第 I黒色帯から出土した石器590点、磯 36点から成り、石器群の主たる分布域は 5地点ある。

第E文化層の資料の 8割以上の資料がまとまるエリアEの石器群は基部加工のナイフ形石器と円形掻

器とを特徴とするもので、主に信州産黒曜石による剥片剥離が行われた4号石器集中と畑宿産黒曜石に

よる剥片剥離が行われた 5号石器集中がある。基部加工のナイフ形石器主体で掻器が多いなどの点か

ら桜畑上遺跡(大岡元長窪線関連)BB 1の石器群に近い編年的位置づけが与えられる(財団法人静岡

県埋蔵文化財調査研究所 2003a)。エリ アEの石器群とともに検出された炭化物集中範囲の炭化材から

24180 :!: llOyrBP、24190:!: lOOyrBP、24340:!: 100yrBPの年代が得られているが、これは桜畑上遺跡(大

岡元長窪線関連)BB 1の炭素年代に近く、若干新しい値を示している。

エリアBも信州産黒曜石による剥片剥離が行われた石器集中が1箇所あり、ナイフ形石器、切出形石

器、掻器が出土している。エリアA、C、Dは特徴的な資料に乏しい。

( 4 )第皿文化層

休場層直下黒色帯を中心に出土した石器63点、磯32点から成る。石器群の主たる分布域は2地点あり、

それぞれに小規模な石器集中が1箇所ずつ分布する。一側縁加工のナイフ形石器や鋸歯状厚型調整によ

る削器などが見られる。愛鷹・箱根第3期後半に位置づけられる。

単独出土した基部加工のナイフ形石器(第 53図72)は第E文化層に含めているが出土層位からする

と他の石器より時期が遡る可能性がある。

( 5 )第N文化層

休場層下位~中位を中心に出土した石器401点、機 176点から成る。調査区の南北にわたって点々と

遺物集中地点が分布し、本報告では 10のエリアに整理して捉えた。愛鷹・箱根第 3期後半の資料を主

体とすると考えられるが、地点ごとに特徴の異なる石器群が認められ、エリア Cでは角錐状石器が 1点
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出土し、 エリア Eでは鋸歯状厚形調整加工による二側縁加工ナイフ形石器が出土し、エリアFでは小形

のナイフ形石器、切出形石器、掻器を伴う信州産黒曜石主体の石器群が分布し、エリア Jでは畑宿産黒

曜石主体の石器群が分布し、各種のナイフ形石器、切出形石器、掻器等が出土している。

エリアDではホルンフェルスの石器集中 1箇所が分布するが、 1点出土したナイフ形石器は第4期前

半の特徴を示すもので、他より新しい時期に位置づけられる可能性がある。

エリアG、Hは散在的に分布したもので石器群としてのまとまりは不明で、あるが、エリアGでは喋群

が1基(1号機群)あり、これに伴う石器については層位を押さえやすい。この 1号機群に伴う石器に

は石材が白滝頁岩に分類された二次加工剥片が I点(第 71図 106)あかさらに喋群外から同母岩の可

能性が高いナイフ形石器 l点(第 71図 102)が出土している。頁岩系の石材は理化学的な産地分析の技

術が確立していないため産地の判定は肉眼観察によるところが大きく、対象となる石器が小片で特徴に

乏しい場合は判定が困難で、確実性が低いものとならざるを得ない。本来 「白滝頁岩」と称されているの

は千葉県南部に分布する峰岡層群下部の白滝層に産する頁岩であるが、当研究所では肉眼観察により白

滝頁岩に類似した特徴をもっ頁岩が白滝頁岩として分類されてきた(註2)。

『千葉県の歴史jを参照すると、白滝頁岩の特徴は次のように記載されている。

「青灰色~暗緑灰色または茶褐色を基調とする色調を呈し、紡錘形の斑紋を有するものに代表される

珪質頁岩であり、チャート質のもののほか、オパール化しているものが一部に見られる。このほか

にも、紡錘形の斑紋が見られない暗灰色~明灰色を呈するものや黒色のものなど各種のバラエティー

が存在する。J(田村他2004: 1329頁)

第W文化層出土の 2点の石器は黄灰色の地に紡錘形の斑文が入るもので、白滝頁岩の典型例に類似し

た特徴が見られるものであった(註 1)。なお、下総台地では立川ロームW層下部の遺跡、が同時期に相当

するが、高原山・信州系の黒曜石が主体となる中で箱根系の黒曜石が少数見られることが知られており 、

今回の資料からは両地域の相互的な繋がりの一端が窺われる。

( 6 )第V文化層

休場層中位~上位を中心に出土した石器639点、機 80点から成る。 6つの文化層のうちで最も資料数

が多く、特に調査地北西側に密集範囲が多い。石器の主たる分布域を本報告では 11のエリアに整理し

て捉えた。尖頭器、切出形石器などを主とする石器群で、愛鷹・箱根第4期後半の資料を主体とすると

考えられる。桜畑上遺跡(第二東名 No.l地点)第四文化層 c群の資料と同時期に位置づけられる。尖

頭器はエリアA、B、D、E、G、Jで出土しているが、いずれにおいても製作時に生じる剥片等を伴

わず製品が搬入されたものと見られる。

まとまった剥片剥離が行われた地点はエリアG(畑宿産黒曜石主体)とエリアK(ホルンフェルス主体)

に認められる。また、エリアAでは信州産黒曜石の板状原石から縦長剥片を剥離した資料が出土してい

る。この時期の愛鷹山麓では信州産黒曜石の剥片剥離を示す資料の出土例はいまだ多くなく 、注目すべ

き資料である。

また、有樋(面取り)尖頭器が l点出土している(第 136図 277)。これは便宜的に第V文化層に含

めているが、 i斬移層出土で他の資料との関係は明瞭で‘なく、第4期後半の石器群との共伴関係が認め

られたことを示している訳ではない。左右対称の所謂「男女倉型J(堤 1988・1989)のもので、愛鷹山

麓の既報告資料としては中見代第 I遺跡(沼津市教育委員会 1989)、広合遺跡、 a区(沼津市教育委員会

1987)、桜畑上遺跡(第二東名 No目l地点)の例がある。なお、第W文化層で削片の可能性がある資料(第

67図 98)が l点出土しており関連資料として注目される。

( 7 )第VI文化層

i事I移層を中心に出土した石器87点から成る。細石刃、細石刃核など細石刃石器群を主体とする資料
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跡(大商売琵謀縄関連覇支配地点)BB 1 (第 153函53)、上ノ池遺跡第直文化騒など、当初は l点伴う

のみだが、第 Iスコ 1)ア騒上部~休場璃藍下黒色帯で子ノ神遺跡第盟文化語、野台南議員事第IV文化騒な

ど角錐状石器主体の石器群が現れる(第 153図35、39-41)。角難状石器の出現とほぼ同時期に鋸歯状

摩形調整が前記の黒曜石製石器やホルンフェルス盤石器に適用されるようになり、厚形の背部加工によ

るナイフ形石器や醸形の描器が現れる。第 I黒色帯のイラウネ遺跡第直文化騨(第 153囲55)や上ノ地

遺跡第E文化騒が代表例だが、厚形背部加工のナイフ形石器は角錐状石器が衰退する休場躍藍下黒色帯

~休場層下部の石器群でも多数見られる(第 153闇L 3、7、11、16、20-22、25、26)。

したがって、第 I黒色帯~休場層下部の石器群は概略的にまとめれば黒曜石製を主とする小形剥片製

石器群、畑宿麗鼎嘱若・ホJレンフェルス製を主とする大形事j片製器器群(しばしば石刃状剥片製となる)

に、角錐状石器・摩形調整加工のナイフ形石器といった新たな調整加工技術を適用した石器群が接合し
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たものとして捉えられる。個別の石器群ではどの要素が主体となるかによって石器組成が変わるため、

同時期であっても様々な石器群が存在しうることとなる。

そうした流れの中で第 II~N文化層の石器群の位置づけを考えると第 66 表左側に示したようになる。

第E文化層の石器群は第 I黒色帯中・上部付近に位置づけられる。エリア Eの石器群は基部加工、或

いは基部・先端部加工のナイフ形石器が一側縁、二側縁加工のナイフ形石器に加わり、掻器は第 I黒色

帯下部に比べて厚形のものが現れるなどの特徴を示す。ホルンフェルス製、或いは畑宿産黒曜石製の石

刃状剥片製石器に掻器なとマが伴ったものと捉えられる。また、エリアBでは黒曜石製の小形剥片製ナイ

フ形石器に加え、厚形調整加工のナイフ形石器の破片と見られる石器が出土している。

第E文化層は休場層直下黒色帯を中心とし、角錐状石器が盛行する時期に当たるが、同時期に厚形の

背部加工をもっナイフ形石器や小形薄手のナイフ形石器も並行して存在しており(子ノ神遺跡第E文化

層、梅ノ木沢遺跡第四文化層など)、後者の様相を示す石器群と捉えられる。

第百文化層は休場層直下黒色帯上部から休場層下部に位置づけられる。同時期の石器群では各要素が

複合した多用な石器群が見られる。休場層直下黒色帯上部の秋葉林遺跡第四文化層や下ノ大窪遺跡第E

文化層では厚い背部加工で基部側に最大幅のある 「涙滴形jのナイフ形石器(第 153図 20~ 22、25)

が特徴的であるが、それ以外に薄手のナイフ形石器も存在しており、休場層下部の寺林遺跡第皿文化層、

秋葉林遺跡第四 a文化層などでは涙滴形のナイフ形石器(第 153図 11)や同様の加工による切出形石器

(第 153図 1)の他、基部加工ナイフ形石器(第 153図 15、17)、ー側縁加工・二側縁加工ナイフ形石器(第

153図2、8、12、13) など多様なナイフ形石器、切出形石器が含まれる。第百文化層の多様な石器群は

この時期のこうした特徴を反映したものと言える。基本的には休場層下部に位置づけられると考えられ

るが、 エリ アGの1号操群に関連する資料は礁群の層位から判断して他より時期的に先行し、休場層直

下黒色帯上部に位置づけられる可能性がある。

表
一位

以
山一

層 愛鷹・箱根山麓の遺跡

YL 
W文エリアDワ I (第4期前半)

!日一(τゐ'-{tI!Y"---i持政・・・・・・・ Y"~...・ a ー ・ 酬 岨 - -- -- -- - -- ------萩葉森出支1鷺5!色匡γ-

下ノ大窪E文 梅ノ木沢VJ[文 秋葉林VlI文 西大曲YL石器ブロックD

上ノ池E文野台南W文 梅ノ木沢VlI文 子ノ神E文 中晃代第E第V層

桜畑上(第二東名)VI文 梅ノ木沢VI文 中見代第 III文

E文エリアB |上ノ池E文 イラウネE文 中見代第E第、1I層

H文エリアE 桜畑上(大岡元長窪線)BB I 中見代第E第四層

桜畑上(第二東名)V文 陣湯上Bll文 子ノ神E文

系ゴシック体表記のもぬは層イ立め蚕孟:LJ::.穣群を伴う石器群

第2節縄文時代草創期

形態から縄文時代草創期のものと判断した尖頭器・有茎尖頭器32点を抽出した。代表的な資料を第

152図に示す。基本的には縄文時代初頭、草創期前半に位置づけられる。分布にまとまりはなく、出土

層位も安定的ではないため共時性はない資料群と考えられるが、これは愛鷹山麓の遺跡では普遍的に見

られる状況である。石材と形態とにはある程度の相闘が認められ、「花見山型」はガラス質黒色安山岩、

細長い身部をもっ型はホルンフェルスかガラス質黒色安山岩、縁辺が鋸歯状をなすものは頁岩系の石材

が用いられることが多い。また、長身の両面加工尖頭器もガラス質黒色安山岩製の場合が多い。
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〈註〉

l 本遺跡出土の白滝頁岩と同定された資料は千葉県立中央博物館の田村隆氏、奈良文化財研究所の国武貞克氏

に実見して頂いた。頁岩は同じ産地でもかなり多様な特徴をもつものが産出するため、産地の特定はしばしば

困難であるが、第W文化層の第71図 102及び106の石器に関しては白滝層に産出するものに特徴的な斑文を有

し、 いわゆる白滝頁岩である可能性が高いとのご意見を頂いた。また、第V文化層に白滝頁岩とした剥片が l

点ある(第 101図 179)が、これは小片のため判定不能とのことであった。

2 旧石器時代の資料では矢川上C遺跡第W文化眉(財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所2009a)で剥片 l点、

元野遺跡YLで削器類 l点(財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所2008a)、秋葉林遺跡第四文化層(第 13地区)

(財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所2009c)で剥片 l点が白滝頁岩製とされている。ちなみに秋葉林遺跡の

ものは、色調は黄灰色の地に紡錘形の斑文が入る本遺跡第N文化層のものに類似した特徴をもつが、節理が多

く石材としての質は悪いものである。

3 第66表は多層位遺跡の出土例を基準に、スコリア層との関係から出土居位が近いものは近接した時期のもの

として並行関係においた。但し、中見代第E遺跡第VI居と中見代第E遺跡第四層とに対応する部分のみは層位

的な前後関係は不明瞭である。鋸歯状厚形調整のある石器が発達するものを後出として整理した。
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第67表 石器接合資料の一覧
接合時四計調値

|院(cm)1. 
権合責軒の構成

畳さ(cm)
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は、槽古状懇で禿階となるか否かを区別L、後曹の場l

石材 イlal:
39.1 凪曙石

0.6 圃曙石

3.0 属岨石

22.7 属恒石

18.2 蝿檀石

0.5 属咽石

9.2 凪曜石

目 黒曜石

3.2 珪置頁岩

52 謹賀貰岩

国 S 珪置頁岩

15.9 珪買頁岩

12.0 皿曙石
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第68表石器属性表
一 一 一 一一 一一 一 一 一一一 一 一文化栂8 ・・I~. ____ __ 分餅 長さ . .さ 重量

温・・・ ・・ グリッド 111也 エリア 遭. 槍倉 石" ・‘名 xa姻 Y!"!!君 zet買
・ ・ ・ ・ . . 1111量 ・・(，吋 〈山L) (cm) (s) 

一 一一一一一一一 一一 一… 一一…… 一 一 一
SCII 15 10 32514 右笥 P-QI8 scma ...苔 支醐・・ 541 LOl 171， 叩 1.7 制 醐 咽 ， . ・915115 118.129 
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附編 1 蛍光X線分析による桜畑上遺跡出土の黒曜石石器の産地推定

独立行政法人沼津工業高等専門学校名誉教授望月 明彦

分析法

試料の分析法として蛍光X線分析法を用いた。蛍光X線分析のもっとも大きな特徴は試料を破壊せず

に分析できることにある。本研究室で取り扱う考古学的試料(主として黒曜石、その他土器、陶器、ガ

ラス器、金属器など)は、その考古学的価値から破壊することができない場合が多い。非破壊分析であ

る蛍光X線分析はこれらの試料の分析には欠かせない方法といえる。また、迅速に分析できることもあ

り、多数の試料の分析に適した方法である。本研究室で最も多く分析する黒曜石の場合、遺跡からの出

土数が多いことから蛍光X線分析の迅速性は強力な武器となっている。

しかし、分析で得られる結果は試料表面の分析結果なので、試料表面が風化、汚染されている試料で

は正しい分析結果を得ることはできない。従って分析にあたっては試料の表面状態を十分見極めること

が重要である。土壌などによる汚染の場合は洗浄により正しい結果を得られる可能性があるが、風化の

場合は風化層を除去しなくては正しい結果は得られず、試料は破壊されることになる。

蛍光X線分析には波長分散蛍光X線分析 (WDX)とエネルギー分散蛍光X線分析 (EDX)の二つの方法

がある。本報告で用いているのは EDXである。 WDXでは分光結晶を用いて蛍光X線を分離して、検

出器で検出する。この方法では装置が大掛かりになり、強い 1次X線を必要とする。一方、 EDXでは

蛍光X線を半導体検出器(SSD)で検出する。 WDXと異なり、 X線を分離検出するために機械的な部分

の必要がないことから装置はコンパクトである。 SSDは多元素の蛍光X線を同時に分離検出可能で、ある

が、液体窒素などを用いて冷却する必要がある。 WDXで、は冷却水で・十分で‘ある。また、試料の形態に

よる測定への影響は EDXのほうが少ない。

分析装置としてセイコーインスツルメンツ(現SIIナノテクノロジー)の SEA-2110L蛍光X線分析装

置を用いた。

産地推定法

黒曜石の産地を推定するにはあらかじめ黒曜石産地の原石を測定し、各産地の特長を示すデータベー

スを作成しておく必要がある。正確な推定を行うためにはできる限り多くの産地から原石を採集してお

く必要がある。図 1には推定のために用いた東日本の黒曜石産地について示す。遺跡、出土の黒曜石につ

いても産地原石と同様の測定を行い、どの産地原石と最も類似しているかを判別して推定結果とする。

このとき得られる推定結果は、あくまで原石データベースのどの産地に最も近いか、という情報である。

もし、原石データベースにその試料本来の産地のデータが含まれていなければ正確な産地推定は不可能

である。その試料の産地はこの産地ではない、という推定結果は正確であり信用できる。しかし、その

試料の産地はこの産地である、という結果は原石データベースの中でその産地が最も近いということを

示しているだけなのである。

実際に産地推定を行うためには蛍光X線分析による測定データを用いて何らかの指標を算出 し、それ

らの指標を用いて分析試料と原石データベースとの照合を行う。最も多く用いられているのは各元素が

試料中にどのくらい(何%)含まれているかという定量値である。ファンダメンタルパラメータ法(FP法)

を用いて産地原石を測定し、各元素組成による判別群の作成を試みたが、各群はまとまりが悪くよい結

果は得られなかった。主な理由として試料の形状が考えられる。原石の測定試料として遺跡出土試料と
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同様の条件に近づけるためにハンマーで割ってさまざまな形状のまま測定を行った。しかし、蛍光X線

分析では平面試料を分析する必要がある。また、原石では十分な厚みのある試料を測定するが、遺跡出

土試料中には非常に薄い試料も存在し、その場合にはさらに各判別群はばらついてしまうことが考えら

れた。

そこで、測定によって得られた蛍光X線強度を用いる判別法を検討した。最もよく用いられるのは蛍

光X線強度比を用いる方法である。前述したように測定結果には試料形状や厚みが影響を与える。しか

し、その影響の仕方は原子番号の近い元素(蛍光X線エネルギーの近い)ほど似ており、原子番号が離

れるほど影響の仕方は異なる。従って、原子番号の近い元素の蛍光X線強度比を用いれば形状、厚みに

よる影響を小さく抑える ことができる。さらに、各産地の違いをよく表す元素を検討し、以下に示す指

標による判別法を採用することにした。これにより、元素組成による方法よりもかなり正確な判別が可

能になった。

しかし、この方法には大きな欠点もある。それは蛍光X線強度が分析装置によって異なるということ

であり、当然、蛍光X線強度比も装置ごとに異なってしまうということである。従って、原石のデータベー

スは測定装置ごとに作成する必要がある。産地推定を行う機関ごとに原石データベースを作成する必要

があり、原石データベースを共有することができない。この点はこれから解決すべきところであり、現

在岩石標準試料を用いた補正法を検討中である。

以下に、測定した元素と産地推定に用いた指標を示す。

測定元素:アルミ ニウム (Al)、ケイ素 (Si)、カリウム (K)、カルシウム (Ca)、チタン (Ti)、マンガン (Mn)、

主失 (Fe)、ルピジウム (Rb)、ストロンチウム (Sr)、イットリウム (Y)、ジルコニウム (Zr)

指標 : Rb分率 =Rb強度x100/ A 

Sr分率 =Sr強度x100/ A 

Zr分率 =Zr強度x100/ A 

Mn強度x100/Fe強度

log(Fe強度/K強度)

(A= Rb強度 +Sr強度 +Y強度 +Zr強度)

推定のための第 lの方法としては上記のうち Zr分率を除く 4つの指標を用いて 2つのグラフによる

推定法を用いた。以下この方法を判別図法、2つのグラフを判別図と呼ぶことにする。判別図法は、形状、

厚みの影響を受けにくく、信頼性の高い産地推定法であるといえよう。また、指標の計算は非常に簡単

であり、推定結果はグラフにより視覚的・直感的に把握できることから非常にわかりやすいことも大き

な長所といえる。判別図法によるプロットを図 2と図 3に示す。産地推定を行った試料数が非常に多い

ため、分析番号 0001-0765についての判別図を図に示した。高原山エリアを除く中部・関東地方の全て

の産地が検出された。

第2の方法と して多変量解析の lつの手法である判別分析を用いた。この方法はすでに分類された群

のいずれに未知の試料が帰属するかを求める方法である。変量として上記の指標をすべて用いた。原石

の群はあらかじめクラスター分析と主成分分析によって分類し、判別分析によって結果に矛盾がないか

を確認した。判別分析で注意しなければならないことがある。それは、「原石データベースの中でどの

判別群が最も近いかを判別するjという手法であることである。もし、その試料の産地がデータベース

中になくてもデータベース中で最も近い産地を判別群としてしまう。産地がデータベース中に無い場合

には正確な産地推定結果は「産地不明」という結果でなくてはならない。正確な結果を出すためには原

石データベースの充実は不可欠であり、判別分析の結果が妥当かどうかは十分検討されねばならない。
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原石を分析・採取した黒曜石産地図1
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(2 ) 黒曜石産地判別図(分析番号0001-0765)図3
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黒曜石産地判別図(分析番号0001-0765)

十中部・関東の産地 、東北北陸・隠岐の産地

図2



検討法として判別の基礎データとなるマハラ ノピス距離の値を確認している。また、判別図法では結果

が目に見える形で示されるので判別図法による推定結果も誤判別をなくすために非常に有効である。

判別図法と判別分析との結果は非常に一致度が高いが、和田鷹山群と和田小深沢群など同じエリアの

中の類似した群の場合には異なる群に分類される場合もある。このような場合は判別分析の結果を採用

している。

判別分析のアプリケーションには STATSOFTの STA TISTICA 2000 Release 5.5を用いた。また、

原石デー タベースの検討に用いたクラスター分析、主成分分析も同様で、ある。

産地推定結果

分析された全試料についての推定結果の集計を以下に示す。文化層や遺構ごとなどの推定結果につい

ては報告書の相当部分を参照されたい。

表 1 桜畑上遺跡出土黒曜石産地推定結果

エリア 判別群 記号 試料数 % 

フドウ沢 WOBO 21 0.03 

和田 (WO)牧ヶ沢 WOMS 。。
品松沢 WOTM 。。
芙蓉フイト WOHY 3 0.05 

鷹山 WOTY 78 1.17 

和田
小深沢 WOKB 3 0.05 

土屋橋北 WOTK 9 0.14 
(WD) 

土屋橋西 WOTN 29 0.44 

土屋橋南 WOTM 4 0.06 

古峠 WOHT 。。
諏訪 星ヶ台 ISWHO 1062 15.93 

冷山 TSTY 137 2.06 

事科 双子山 I TSHG 137 。
摺鉢山 TSSB 。。

天城 柏峠 1 AGKT 468 7.02 

畑宿 HNHJ 558 8.37 

鍛冶屋 HNKJ 19 0.29 

箱根 黒岩橋 HNKI I 2 0.03 

上多賀 HNKT 。。
芦ノ湯 HNAY 。。

神津島
恩馳島 KZOB I 4291 64.37 

砂糠崎 KZSN 0.02 

高原山
甘湯沢 THAY 。。
七尋沢 THNH 。。

新津 |金津 NTKT I 

新発田 板山 。。
深浦 八森山 HUHM 。。
木造 出来島 I KOOK 。。
男鹿

金ヶ崎 OGKS 。。
脇本 。。

羽黒
月山 HGGS 。。
今野川 I HGIN 。。

エリア 判別群 記号 試料数 % 

折居 1群 KK01 。。
北上川 折居 2群 KK02 。。

折居 3群 KK03 。。
宮崎 湯ノ倉 MZYK 。。
仙台

秋保 1群 SDA1 。。
秋保2群 SDA2 。。

色麻 根岸 SMNG 。。
塩竃 塩竃港群 SGSG 。。
小泊 折腰内 KDOK 。。
魚津 草月上野 UTHT 。。
高岡 二上山 TOFK 。。
佐渡

真光寺 SDSK 。。
金井二ッ坂 SDKH 。。
久見 OKHM 。。

隠岐 岬地区 OKMT 。
箕浦 OKMU 01 。
~号沢 STHG 。G 

白滝 黒曜の沢 ISTKY 。。
赤石山頂 STSC 。。

赤井川 曲川 AIMK 。。
豊浦 豊泉 TUTI I 。一「万
置戸

十勝

名寄

旭川

不明産地1

下呂石

-198 

安住

三股

布川

高砂台

春光台

NK 

合計

不可など

総計

ODAZ 。。
TKMM 。。
NYHA 。。
AKTS 。。
AKSK 。。
NK 。。

GERO 。。
6666 100 

週
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附編2 桜畑上遺跡における放射性炭素年代 (AMS測定)

(株)加速器分析研究所

1.測定対象試料

桜畑上遺跡は、静岡県駿東郡長泉町上長窪(北緯350 08' 51"、東経 1380 52' 33")に所在する。測定

対象試料は、第 E文化層 (BB1 )出土炭化物 (No，l(C713): IAAA-90927、No.2(C713): IAAA-90928、

No.3(C713) : IAAA-90929)、合計3点である。

2.測定の意義

炭化物と重複して分布する石器群の年代を推定する。

3.化学処理工程

(1) メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く 。

( 2 )酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA: Acid Alkali Acid)により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では 1Nの塩酸 (800C)を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで

希釈する。アルカリ処理では 1Nの水酸化ナトリウム水溶液 (800C)を用いて数時間処理する。な

お、 AAA処理において、アルカリ濃度が 1N未満の場合、表中に AaAと記載する。その後、超

純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では 1Nの塩酸 (800C)を用いて数時間処理した後、

超純水で中性になるまで希釈し、 900Cで乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

( 3 )試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、 5000Cで30分、 8500Cで2時間加熱する。

(4 )液体窒素とエタノ ール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02) を精製

する。

( 5 )精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出(水素で、還元)し、グラファイトを作

製する。

( 6 )グラファイ トを内径 1mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

4.測定方法

測定機器は、 3MVタンデム加速器をベースとした 14C-AMS専用装置 (NECPelletron 9SDH-2)を使

用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)から提供されたシュウ酸 (HOxlI)を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5.算出方法

( 1 )年代値の算出には、 Libbyの半減期 (5568年)を使用する (Stuiverand Polash 1977)。

( 2) 14C年代 (LibbyAge : yrBP)は、過去の大気中 14C濃度が一定であったと仮定して測定きれ、

1950年を基準年 (OyrBP)として遡る年代である。この値は、 d13Cによって補正された値である。

11C年代と誤差は、 l桁目を四捨五入して 10年単位で表示される。また、 HC年代の誤差(::t1σ) 

は、試料の 14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

( 3) d 13Cは、試料炭素の 13C濃度 (13C/12C)を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同位

体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%0)で表される。測定には質量分析計あるいは

加速器を用いる。加速器により 13C/12Cを測定した場合には表中に (AMS)と注記する。
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( 4) pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C濃度の割合である。

( 5 )暦年較正年代とは、年代が既知の試料の I~C 濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の 14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 14C年代に対応する

較正曲線上の暦年代範囲であり、 I標準偏差 (1σ=68.2%)あるいは 2標準偏差 (2σ=95.4%) 

で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない I'IC年代値である。

なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラム

の種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とパージョンを確認する

必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、 IntCal04データベース (Reimeret al. 2004)を

用い、 OxCalv4.l較正プログラム (BronkRamsey 1995 Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey， 

van der Plicht and Weninger 2001) をイ吏用した。

6.測定結果

BB 1において石器群と 重複 して出土した炭化物の 14C年代は、 No，1(C713)が 24180:t 110yrBP、

NO，2(C713) カ~24190 :t 100yrBP、 NoぷC713) カ~ 24340 :t 100yrBPである。

炭素含有率はすべて 60%を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

d 13C補正あり

測定番号 試料名 採取場所
試料 処理 d 13C (%0) 

形態 方法 (AMS) Libby Age 
pMC (%) 

(yrBP) 

IAAA-90927 No，1 (C713) I層位:BB 1 炭化物 AAA -24.32 :t 0.53 24.180 :t 110 4.93 :t 0.07 

IAAA-90928 NO，2 (C713) 層位:BB I 炭化物 AAA -20.26 :t 0.82 24.190 :t 100 4.92 :t 0.06 

IAAA-90929 NO，3 (C713) 層位 :BB I 炭化物 AAA 却.05:t 0.87 24，340 :t 100 4.83 :t 0.06 

[#3077-1，2，3) 

測定番号
d 13C補正な し 暦年較正用

Age (yrBP) pMC (%) (yrBP) 
ls暦年代範囲 2s暦年代範囲

IAAA-90927 24.170 :t 110 4.94 :t 0.07 24.180 :t 111 I 
22347BC -22117BC 22464BC -22004BC 

(68.2% )* (95.4% )* 

IAAA-90928 24，110 :t 100 4.97 :t 0.06 24.187 :t 99 
22341BC -22137BC 22445BC -22037BC 

(68.2% )* (95.4% )* 

IAAA-90929 24，250 :t 100 4.88 :t 0.06 24，335 :t 102 
22503BC -22290BC 22610BC -22190l:3C 

(68.2% )* (95.4% )* 

'Warning! Date out of range (参考値]

参考文献

Stuiver M. and Polash H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data， Raιたりcarbon19，355-363 

Bronk Ramsey C. 1995 Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy: the OxCal Program， 

RadIocarbo刀 37(2)，425-430

Bronk Ramsey C. 2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal. RadIocarbon 43(2A)， 355-363 
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Bronk Ramsey c.. van der Plicht ]. and Weninger B. 2001 'Wiggle Matching' radiocarbon dates. 

Rac合ocarbon43(2A). 381-389 

Reimer. P.]. et al. 2004 IntCal04 terrestrial radiocarbon age calibration. 0-26cal kyr BP. Radlocarbon 46. 
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附編 3 桜畑上遺跡から出土した炭化材の樹種

はじめに

桜畑上遺跡では、旧石器時代の炭化物集中が検出されている。今回の分析調査では、旧石器時代の木

材利用を明らかにするため、出土した炭化材を対象とした樹種同定を実施する。

1 .試料

試料は、旧石器時代第E文化層 (BB1 )から出土した炭化材(分析番号 1-3)である。一括されてい

る試料から無作為に 3片を抽出して同定を行う。

2.分析方法

試料を自然乾燥させた後、木口 (横断面)・柾目 (放射断面)・板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作

製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標

本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

なお、同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、島地・伊東(1982)やWheeler他

(1998)を参考にする。また、日本産木材の組織配列については、林 (1991)や伊東(1995.1996.1997.1998.1999)

を参考にする。

のハンノキ属ハンノキ亜属に同定された。解剖学的特

徴等を記す。

・ハンノキ属ハンノキ亜属 (Alnussubgen. Alnus) 

カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または 2-4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は

対列状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-20細胞高のものと集合放射組織とがある。

4.考察

BB 1から出土した炭化材で、破片が数片認められる。このうち、 3点について同定を実施した結果、

全て落葉広葉樹のハンノキ亜属に同定された。ハンノキ亜属には、 ハンノキなど、湿地や谷筋など、比

較的湿った環境に生育する種類が含まれており、本遺跡周辺の谷筋等に生育していたことが推定される。

BB 1のこれまでの調査事例では、清水柳北遺跡、で、カラマツ?や広葉樹、観音洞 B遺跡、でトネリコ属類

似種が確認されている(パリノ・サーヴェイ株式会社.1989.1994)。調査事例が少ないため、古植生の詳

細については不明であるが、 トネリコ属にはハンノキ亜属と共に生育する種類が含まれており、今回の

分析結果はこれまでの結果とも矛盾しない。

引用文献

林 昭三.1991.日本産木材 顕微鏡写真集 .京都大学木質科学研究所.

伊東 隆夫 .1995.日本産広葉樹材の解制学的記載1.木材研究・資料 .31.京都大学木質科学研究所 .81-181.
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伊東 |唯夫 .1996.日本産広葉樹材の解剖学的記載E 木村研究・資料 .32.j;長都大学木質科学研究所 66-176

伊東 隆夫 .1997.日本産広葉樹材の解剖学的記載皿ー 木材研究・資料 .33.京都大学水質科学研究所 .83-201

伊東 陸夫 .1998.日本産広葉樹材の解剖学的記載N.木材初|究・資料 .34.京都大学木質科学研究所 .30-166

伊東 隆夫 .1999.日本産広葉樹材の解音IJ学的記載V 木村研究・資料 .35.京都大学木質科学研究所.47-216.

パ リノ ・サーヴェイ株式会社 .1989.炭化材同定 .r清水柳北遺跡発掘調査報科書その lJ.沼津市文化財

調査報告書第 47集 .沼津市教育委員会.419-420.

パ リノ ・叶ーヴ、エイ株式会社 .1994.観古洞遺跡出土炭化材の材同定報告ニ.i五輪・観音i同・元山中 ・陰洞

遺跡 IIJ .三島市教育委員会.480-481

パリ ノ ・サー ヴェイ株式会社 .1999.t甲山シ遺跡、の 1区で検出されたl嬰穴住居跡 CSB-8)の年代観と構築

材について 「押出シ遺跡 遺構編J. (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所 .115-117

岳地詩(f.伊東降夫 .1982.Iヌ|説木村組織地 球社 J76p

Wbeeler E.A.Bass P. and Gasson P.E. (編) .1998.広葉樹材の識別 IAWAによる光学顕微鏡的特融 1)

ス ト.1JI'!iR 隆夫 ・藤井 智之 ・佐伯 浩 (日本語版監修).海青杜 .122p.[Wbeeler E.A.，Bass P. and 

Gasson P.E.(1989)L4 vVA List ollvlicroscopic Features for Hardwood Identifi，αt10刀]。

※)木分析は、放射性炭素年代測定と合わせて (株)加速器分析研究所に委託しており、 同社の協力会社 ・

パ リノ ・サーヴェイ 株式会社にて実施された。

図版1 旧石器時代の炭化材

1ハンノキ属ハンノキ亜属(分析番号1)

a木口，b柾 目c板目
-・・・・・・200μm:a

200μm:b，c 
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図版 1

調査区全景



図版 2

遺跡遠景(東側から)

桜畑上遺跡上空から愛鷹山を望む



図版 3
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第 E文化層エリア B 2号石器集中 第 E文化層エリア C 3号石器集中・ 1号磯群



図版 4

第 E文化層エリア E 4・5号石器集中 第E文化層工リア A

~ 

第E文化層エリア B 2号石器集中 第U文化層エリア B 1号石器集中

第U文化層エリア G 1号磯群 第U文化層エリア J 8号石器集中

第U文化層エリア D(奥)・第V文化層エリア E(手前) 第V文化層エリア A 1号喋群



図版 5

第V文化層エリア o3号磯群 第V文化層エリア o4号礁群

.. 
第V文化層工りア G中央部 第V文化層エリア H 9号石器集中

第V文化層エリア K 12号石器集中 1号土坑

2号土坑 3号土坑



図版 6
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TP18土層断面(耕作土~第E黒色帯)
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